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（午後 １時00分 開議）

○ 議長 山里昌輝

こんにちは。会議を開く前に報告します。

本日は森長容子さん、上里寛さん、比嘉正明

さんの３名から会議傍聴の申し出がありまし

たので、許可しました。

それでは始めます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、５番山城宗太郎議員、６

番仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 山里昌輝

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日５月26日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 鳥島射爆撃場の硫黄鳥島への移

転に反対する抗議決議

○ 議長 山里昌輝

日程第３、発議第２号、鳥島射爆撃場の硫

黄鳥島への移転に反対する抗議決議について

を議題といたします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

発議第２号 平成23年５月26日

久米島町議会議長 山里昌輝 殿

提出者 久米島町議会議員 宮田勇

賛成者 久米島町議会議員 幸地良雄

鳥島射爆撃場の硫黄鳥島への移転に反対す

る抗議決議

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１

４条の規定により提出します。

提案理由

平成23年５月23日首相官邸で行われた沖

縄政策協議会の第３回基地負担軽減部会席

上、北沢俊美防衛相から仲井間弘多沖縄県知

事に対して、鳥島射爆撃場（久米島町）で行

われている米軍の実弾射撃訓練について、県

最北端に位置する硫黄鳥島（久米島町）に移

転する提案が行われた旨の新聞報道がなされ

ている。

久米島町としては、鳥島射爆撃場が戦後65

年にわたって米軍に提供され、その間1995年

～1996年の劣化ウラン弾誤射事故、2008年の

海兵隊ハリアー機の250キロ爆弾誤投下事故、

浮き魚礁（パヤオ）での操業中の漁船への米

軍機による操業妨害など多くの事件事故が発

生し、町民にとって大きな負担になってきた。

長年の射爆撃訓練により島の形状が失われつ

つあり、領土保全を図る上で重大な問題であ

る。漁業・観光など経済活動が制限されるな

ど経済損失も多大なものがあることなどか

ら、これまで再三にわたり同射爆撃場の早期

返還を求めてきた。
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これに対して、政府は「地元負担軽減の観

点から何が可能か、引き続き米側と調整して

まいります。」と回答した上で、硫黄鳥島へ

の移転を提案している。

硫黄鳥島は、琉球王朝時代から硫黄の産地

として重要な島で、現在は無人島になってい

るが、沖縄県で唯一の活火山の島で温泉が湧

出ていることや固有の植物群落があり自然環

境に恵まれていること。また、島には史跡や

墓地が残っており、久米島町にとっては宝の

島である。

このような島に、実弾射撃訓練場を移転す

るということは、島の豊かな自然環境を破壊

すると共に再び硫黄鳥島周辺の安全を脅かす

おそれや島が滅失する可能性があり久米島町

の負担は軽減どころか更に増幅につながるも

のである。

町民の財産と安全を守る立場からとうてい

容認できるものではない。

鳥島射爆撃場の硫黄鳥島への移転の提案

と、このような提案が町に対して頭越しにお

こなわれたことに対して防衛大臣及び沖縄防

衛局長に強く抗議するとともに、改めて同射

爆撃場の早期返還を求めるため、本案を提出

する。

鳥島射爆撃場の硫黄鳥島への移転に反対す

る抗議決議

平成23年５月23日首相官邸で行われた沖縄

政策協議会の第３回基地負担軽減部会席上、

北沢俊美防衛相から仲井間弘多沖縄県知事に

対して、鳥島射爆撃場（久米島町）で行われ

ている米軍の実弾射撃訓練について、県最北

端に位置する硫黄鳥島（久米島町）に移転す

る提案が行われた旨の新聞報道がなされてい

る。

久米島町としては、鳥島射爆撃場が戦後65

年にわたって米軍に提供され、その間1995年

～1996年の劣化ウラン弾誤射事故、2008年の

海兵隊ハリアー機の250キロ爆弾誤投下事故、

浮き魚礁（パヤオ）での操業中の漁船への米

軍機による操業妨害など多くの事件事故が発

生し、町民にとって大きな負担になってきた。

長年の射爆撃訓練により島の形状が失われっ

つあり、領土保全を図る上で重大な問題であ

る。漁業・観光など経済活動が制限されるな

ど経済損失も多大なものかおることなどか

ら、これまで再三にわたり同射爆撃場の早期

返還を求めてきた。

これに対して、政府は「地元負担軽減の観

点から何が可能か、引き続き米側と調整して

まいります。」と回答した上で、硫黄鳥島へ

の移転を提案している。

硫黄鳥島は、琉球王朝時代から硫黄の産地

として重要な島で、現在は無人島になってい

るが、沖縄県で唯一の活火山の島で温泉が湧

出ていることや固有の植物群落があり自然環

境に恵まれていること。また、島には史跡や

墓地が残っており、久米島町にとっては宝の

島である。

このような島に、実弾射撃訓練場を移転す

るということは、島の豊かな自然環境を破壊

すると共に再び硫黄鳥島周辺の安全を脅かす

おそれや島が滅失する可能性があり久米島町

の負担は軽減どころか更に増幅につながるも

のである。

町民の財産と安全を守る立場からとうてい

容認できるものではない。

鳥島射爆撃場の硫黄鳥島への移転の提案

と、このような提案が町に対して頭越しにお

こなわれたことに強く抗議するとともに、改
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めて同射爆撃場の早期返還を求める。

以上のとおり決議する。

平成23年５月26日

沖縄県久米島町議会

あて先

防衛大臣 沖縄防衛局長

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すがご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

まず、原案に反対者の発言を許します。

○ 議長 山里昌輝

次に、原案に賛成者の発言を許します。

７番 喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

原案に賛成の討論でございますが、ついせ

んだって町の10年の長期計画の中で、私は硫

黄鳥島も含めなさいと提案しました。その時

点においては、まだ時期尚早というか、その

話がなかったもんですから、実は気になった

ところでございます。

あの時点において、硫黄鳥島の有効利用を

うたっておれば、ひょっとしてこういう問題

なかったかなという気もします。

さらに鳥島射爆場の代わりに硫黄鳥島を提

案すること自体、私はほんとに沖縄を、ある

いは久米島町をなんと考えているかと言いた

い。

我々は硫黄鳥島につきましては、もうこれ

以上言いませんと、これ以上、島がなくなの

はたまったもんじゃないですからいりません

と言ったら、じゃあ、硫黄鳥島貸してくださ

いという考え自体に、私は抗議する意味で、

この案に賛成します。

○ 議長 山里昌輝

他に討論ありませんか。

これで討論終わります。

これから、発議第２号、鳥島射爆撃場の硫

黄鳥島への移転に反対する抗議決議について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、発議第２号、鳥島

射爆撃場の硫黄鳥島への移転に反対する抗議

決議については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第４ 閉会中の議員派遣について

○ 議長 山里昌輝

日程第４、閉会中の議員派遣についてをお

諮りします。

本件については、鳥島射爆場の硫黄鳥島移

転に反対する抗議行動に閉会中の議員派遣を

したいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。

よって閉会中の議員派遣については決定さ

れました。

○ 議長 山里昌輝

以上で本臨時議会に付議されました事件は
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全て終了しました。

これで平成23年第３回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（午後 １時20分 閉会）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 山 里 昌 輝

署名議員（議席番号５番） 山 城 宗太郎

署名議員（議席番号６番） 仲 村 昌 慧
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１日目

６月15日
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○ 議長 山里昌輝

会議を開く前に報告します。友寄洋さん他

４名の皆さんから議会傍聴の申し入れがあり

ましたので、許可しました。

ただいまから平成23年第４回久米島町議会

定例会を開会します。

本日の議事日程はあらかじめ手元に配布し

たとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、７番喜久里猛議員、８番

幸地良雄議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 山里昌輝

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日６月15日と16日の

２日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、会期は本日

６月15日と16日の２日間に決定しました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成23年３月25日から私が出席しました会

議等の内容をお手元に配布したとおりであり

ますので、ご覧になっていただきたいと思い

ます。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月現金出納検査の結果報告をお

手元に配布してあります。朗読は省略します。

次に、町長から平成23年町政一般報告書が

別紙のとおりありましたので、お手元に配布

してあります。朗読は省略します。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 一般質問

○ 議長 山里昌輝

日程第４、ただいまから一般質問を行いま

す。

一般質問の時間は、会議規則第56条第１項

の規定によって、これまでどおり30分以内と

します。なお、質問は質問席から一括質問、

総括質問のあと、一問一答方式で行います。

それでは、順次発言を許します。

９番上里総功議員。

（上里総功議員登壇）

○ ９番 上里総功議員

９番上里であります。私の方から１点ほど

質問したいと思います。農林水産費の委託料

について、平成22年度予算で農産物市場開拓

事業 768万1千円、地産地消推進モデル事業

270万3千円が計上され、風の大地に委託され

た。どのような実績に基づいて風の大地に委

託をしたのか。また、平成23年度予算におい

ても、農産物市場開拓事業で800万6千円が計

上されているが、委託するのかどうか伺いた

い。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）
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○ 町長 平良朝幸

おはようございます。それでは９番上里総

功議員の質問にお答えいたします。

（株）風の大地久米島は、平成20年10月に

会社が設立され、直接自家農場での農産物の

生産と風の大地久米島生産組合と契約栽培を

行い、農家から全量買い取りを行って出荷販

売を行っています。取引先も東海地方の大手

量販店や卸し問屋などとの取引実績もあり、

久米島の農産物の販路開拓に大きく期待され

ています。

今後の久米島農業を発展的に展開していく

ためには、町としても販路開拓や市場ニーズ

にあった作目の開拓については重要課題であ

り、そういった実績を持っている（株）風の

大地久米島が、沖縄県雇用再生特別事業（雇

用対策）の募集があったところ農産物市場開

拓事業（委託業務）として申請（計画書）が

出され、県の審査を受けて事業が採択されて

おります。

平成23年度においても県との事業調整を終

えて採択されておりますので、（株）風の大

地久米島と委託契約をし継続して事業を進め

てまいります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

今の答弁で農家から全量買い取りを行い、

取引先も東海地方の大手量販店や卸問屋など

との取引実績があり、久米島の農産分の販路

開拓に大きく期待されていますとなってい

る。確かに補助事業によらず自己資金で久米

島の農産物を販路開拓する目的は大いに理解

できる。しかし、ウドンコ病にやられたカボ

チャを出荷し、市場評価や風の大地の経営状

態は見えてこない。出荷実績だけで判断し、

補助事業の垂れ流しをするのは問題ではない

かということです。

また、沖縄県雇用再生特別事業については

農協の野菜部会との協議はしたのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

この事業は、先ほども説明がありましたが、

沖縄県の雇用対策事業の一環としての事業で

す。これは風の大地が、久米島で独自に野菜

の事業をやろうということで進めていたもの

ですが、平成20年から21年頃におきた世界的

な経済不況によって、緊急雇用対策事業が県

の基金事業に風の大地が応募して、事業が採

択されたということになっています。

これについては、農協との協議は調整はさ

れていません。風の大地が、この事業が終わ

った後も３名の雇用をやっていますが、この

事業が終わった後も職員として採用する条件

でこの事業を進めております。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

今、あくまでも緊急雇用対策事業というこ

とでやっているということなんですが、その

経営実態もわからないで補助事業を出すとい

うこと自体が問題じゃないかということなん

ですよ。

彼らの農場見ておりますと、病害虫にやら

れて、Ａ品というのがどの程度出荷されてい

るのか、ぜんぜん見えてこないんですよ。そ

ういうのもちゃんと調べて補助事業に応募し

たのか、行政の方はチェックしたのかどうか、
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そこを知りたいわけなんですよ。

そういう垂れ流し、いろんな方向で垂れ流

していいですか。補助事業は。雇用対策する

んだったら、そういうことも言えると思うん

ですよね。だから問題はその風の大地がどう

いう経営をやっていて、どういう品物を出し

ているか、そこまでチェックしてから補助事

業出すのが筋じゃないですか。そこのところ

答弁してください。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

風の大地の生産状況は、１年目をみれば悪

い状況は続いている。まったく初めて農業を

やる中で将来に向けて、久米島の農業を改革

していこうという思いでやっておます。１年

目は確かに病害虫の駆除の問題がありまし

た。２年目は冷害、低温障害があって、確か

にこれも悪い状況でありました。その間、１

年目、２年目の失敗した部分については、こ

の技術は単なる失敗ではなくて、その問題点

を整理して、改善点を整理して、将来に向け

ての技術の蓄えができております。これは１

年目、２年目の経験を生かして、今後新しく

新規農家で来る方々にはそういった失敗はさ

せないための試験圃場としての検証をやっ

て、その実績は技術として、栽培技術として

蓄えはされています。これから５年先、10年

先の久米島の農業を変えていくという、そう

いった思いでやっています。

それで、風の大地の会社の経営状況は確か

に厳しいと思いますが、これは将来を見込ん

で十分やっていけるという勝算があるという

ことで、この事業を進めておりますので、現

在は悪い状況であっても、これからの生産計

画とか、そういったものは実際にやるという

ことが認められて、県の事業として採択され

ています。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

そこのところがおかしいと思うんです。そ

の組織のちゃんとした確かにやるという目標

だけはかいますよ、だけど採算がとれなけれ

ば彼らは止めると思うんですよ、そういう担

保はとってあるんですか、ずっと続けていく

という。そういうのをちゃんとチェックする

のが当たり前じゃないかということを言いた

いんです。

それと農協とも協議しなかったということ

なんですが、久米島の特産物をつくるんだっ

たら、農協、漁協、行政、三位一位にならな

いと特産物をつくれないと思うんです。農協

を無視して風の大地に補助事業を流したとい

うこと自体が問題だと思うんですが。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

これは直接話も聞きながら、議員の話も聞

きながら、現在は確かに今日の説明のとおり

悪い状況だという。これは将来の技術の積み

重ねが十分、今はまだ80％ぐらいの栽培技術

は、蓄えができて、来年からは実績をだせる

と思います。今後も実績をだせるという自信

があっての状況です。当面は風の大地独自の

栽培計画で出していますが、将来的には地域

の農業全体にその技術を普及して、生かせる

思います。そのときには、また、農協の生産

部会にも、そういった現実を広めて、推進し

ていくということも考えていますので、必ず
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しも、風の大地だけの問題じゃなくて、地域

全体を活性化するために努力しているという

ことです。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

さっきから、風の大地が特産品を売るとい

うことで一所懸命頑張っているということを

いっているんですが、今までに私たちに出し

た資料が、２回資料をもらったんですが、全

部数字が違っているんです。

最初は農家所得が500万を見込まれたとい

う資料ももらっています。それで２回目、３

月の定例議会終わってから、もらった資料に

は、農家所得350万円ということになってい

る。そういう、いい加減な契約をしたところ

に、補助事業を継続して出すということ、そ

れが問題なんですよ。

それが果たして、風の大地がずっと今後と

も事業を続けていくという担保はとってある

んですか。担保をとってあるんだったら、そ

れはいいかもしれないですが、そういうのも

とらないで、ただ、補助事業あるからと流す

ということが問題だと思うんです。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

将来、続けていくという担保というか、そ

ういったものはありませんが、これは生産組

合も15名いるし、そういった方々との信頼関

係と、そういった方々を信頼してやっている

わけですから、それはそれで十分やっていけ

ると思っています。

先ほど、農家の所得、500万円というのは、

これは久米島で生活していくためには、最低

でも500万円の所得は目標として持たないと

夢を持った農業はできないだろうということ

で、それができる仕組みをつくろうというの

が今回の目的でありました。

500万円は決して不可能な数字ではありま

せんが、当面、すぐに全体を500万円を目標

に持っていくのは厳しいだろうということで

多少数字の修正はしましたが、中には、力の

ある方は500万円は十分達成できるものとし

て考えております。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

この団体がつくっている圃場を見ています

と、ほとんど大きい畑を借りているんですね、

賃貸料を払って、パートとかそういうのを見

た場合に、果たしてそれだけの製品をつくっ

て、それだけほんとに採算性が合うかどうか、

非常に疑問を感じているんですよ。そこのと

ころをチェックするのが皆さん方の仕事だと

思うんですが、そういうのをチェックしない

で相手から来た資料だけで判断しているとし

か思えない。それがおかしいということ。

それと、もっと意見しても平行線たどるこ

とだけですので、そろそろ終わりますが。

23年度も県の方に計画書が申請されている

から予算を認めるということなんですが、こ

の中には北海道視察旅行もあるんですね、研

修旅行、それもおかしいと思うんです。北海

道と沖縄じゃ気候もぜんぜん違うと思うんで

すよ。病害虫もですね。沖縄本島内の視察な

ら考えていいんですが、わざわざ北海道行っ

て、ぜんぜん気候も違うし、病害虫の種類も

違うんですよ、そういったところへ視察に行

って、ほんとに勉強になるのかどうか。そう
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いうのも非常に疑問なんですよ。

例えばいろんな団体が計画書を持って、申

請した場合には、その団体がどういう状態で

も補助金を出すという、一つの前例をつくる

ことになるんですよね。それでいいですか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

事業については、今回は県の雇用対策事業

で、この趣旨にあって申請して、公募に応じ

て、県の審査を通って採択されたわけですか

ら、これはこの事業の趣旨に沿ったものと思

っています。

これから出てくるものに対しても、事業の

趣旨に沿って、その審査を通ればそれは事業

として採択して進めていけるものと考えてい

ます。

また、風の大地の経営状況は、確かに端か

ら見たら悪いと印象がありますが、今まで風

の大地が支払い関係とか、いろんなものが滞

ったということはなくて、今は技術を蓄える

投資をしてでも将来に向けてやっていくとい

う将来の見通しを持ってやっているというこ

とを言っておりますので、そこらへんを僕ら

は信頼していきたいと思っています。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

すごいことを今言いましたよね、趣旨に沿

ったら全部、補助金を出すと、これ間違いな

いですか。これ大変だと思うんですよ、今後、

その趣旨でいった場合には、町長、それはど

う考えますか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

雇用対策事業については、久米島町ではい

ろいろな団体を推薦しているんですが、そこ

で言えることは、まず情熱をもってほんとに

やる気をもってやるという団体には我々は推

薦をしております。それについては細かい部

分、もちろん行きわたらない部分、チェック

する部分あるかもしれませんが、ただ、判断

できるのは、過去にいろいろやってきた、あ

るいはこれから情熱もってその計画に沿って

やろうとしている、その意気込みとか、情熱

を持って積極的にやる気を出すという、とこ

ろがぼくらの判断だと思います。そこらへん

で細かいチェックは確かに至らない部分はあ

るかもしれませんけど、ただ、今さっきおっ

しゃったみたいに、農産物というものの販売

ルートとか、生産の場にしてニーズに応えた

作物、それを他の団体が、風の大地と同じよ

うに積極的にやるというところがあれば、我

々も推薦したいというふうに考えておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

町長もそういう考えということであれば、

それでいいんですが、今後はそういう面のチ

ェックは徹底的にしてもらいたいと思うんで

すよ。何のためにＪＡという、農協があるか

というところも皆さん方にもっと認識しても

らわないと。農協の野菜部会をつぶしたら特

産品つくれないんですよ。だから農協、漁協、

ほんとに特産品をつくるんだったら、農協、

漁協、行政、一緒にならないと特産品つくれ

ないと思うんです。一般のベンチャービジネ

ス参入するにしても、自己資金で、自分たち
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も出資してやるんだったら、大いに結構、だ

けど補助金だけに頼って、それをやろうとし

たら、絶対続かないと思うんです。そこのと

ころをもっと認識してもらいたい。

そういうことで、今回はそれをやるという

ことで、県の方に申請書も出してやるという

ことでありますので、今後の結果を見て私た

ち議会は判断したいと思います。これで私の

質問を終わります。

（上里総功議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで９番上里総功議員の一般質問を終わ

ります。

次に、６番仲村昌慧議員。

（６番仲村昌慧議員登壇）

○ ６番 仲村昌慧議員

６番仲村です。鳥島射爆撃場について質問

します。

(1)町長は平成19年12月に鳥島射爆場につ

いて、「賃貸契約条件が納得できなければ契

約できない」と表明して以来、一環して「契

約できない」という答弁を繰り返してきまし

た。そして、契約時には議会に相談して判断

するとしましたが、３月29日に議会に相談も

せず、これまでの答弁を覆して契約に同意し

ました。町長は議会を騙し、嘘をついたこと

になります。議会に対してどう釈明しますか。

(2)議会に相談しなかった理由は何ですか。

(3)町長が納得出来る条件とは何だったん

でしょうか。

(4)今回の契約条件はどのような条件か。

(5)契約時に何らかの圧力があったのか。

それともメリットとなる条件が示されたの

か。

(6)強制収容された場合のデメリットは何

か。

(7)鳥島射爆撃場の早期返還町民総決起大

会を開催する考えはあるのか。以上について

お伺いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

６番仲村昌慧議員の質問にお答えします。

私は、これまで鳥島射爆撃場については、新

たな予約はしない旨を申し上げてきました。

これは、平成22年度までは、沖縄防衛局から

納得できるような提案がなかったからであり

ます。平成23年2月16日に北澤防衛大臣と面

会し、久米島射爆撃場の現状を検証する協議

の場を設けることで合意しました。これを踏

まえて、防衛局との協議を３月下旬まで続け、

双方が譲歩して合意することができたので、

29日に同意をしました。その交渉の過程で議

長及び副議長にはご相談をしましたが、議員

全員に対する相談の機会を失したことは、大

変申し訳なく思っています。

２番目の相談しなかった理由ですが、これ

まで議員全員協議会で何回か鳥島射爆撃場の

話をし、議員の意見を聞いてきたつもりでは

ありますが、同意の最終決断が、防衛局が示

した３月末までかかり、結果として事前に議

員全員に対して相談できなかったことをお詫

び申し上げます。

納得できる条件についてですが、当初の方

針は、予約期間を5年とし、国が5年以内に返

還の目処をつけるよう強く要請する方針でし

たが、結果として当初方針は国に受け入れて

もらえず、l0年後に双方で協議することで苦

渋の決断をしました。
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契約条件ですが、今回の予約に当たって防

衛局に次の３点を要望し、合意しました。

―つ目に鳥島射爆撃場及び久米島射爆撃場

の早期返還について国が誠意をもって取り組

むこと。二つ目に鳥島射爆撃場の現状把握に

ついて毎年航空測量等により町に報告するこ

と。三つ目に久米島町の振興のため積極的な

支援を行うこと。

何らかの圧力があったのかということです

が、公然とした圧力はありませんでした。今

回の合意内容は、一定の成果があるものと考

えています。

強制収容された時のデメリットについてで

すが、強制収容された場合、国と町の全面対

決になりますので、国の予算等を利用した各

種振興策に影響があるものと考えています。

総決起大会についてですが、町民総決起大

会については、これまで述べたとおり、必要

な時期に効果的に実施できるよう検討してい

きたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

今の町長の答弁の中で、議長、副議長に相

談をしましたという答弁がありました。この

前に議長、副議長から議会に対しての説明は

まったくございませんでした。ほんとにそれ

があったのかどうか、休憩をはさんで確認し

たいと思いますが、議長、休憩を求めます。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 10時25分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 10時35分）

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

これまでの３年間、新たな契約はしないと

ずっと言い続けてきて、方針を変更するとき

は議会に相談して判断するということも町長

は申し上げていましたよね。そうしておきな

がらこれまでの方針をまったく覆し、議会に

相談をしなかったということ、町長、議会に

相談なくして、合意なしじゃなかったですか、

そうじゃなかったですか。

平成19年から３月までの議事録、すべてこ

れに新たな予約はしません。節目節目に議会

に説明して相談します。契約交渉来たときに

は議会に相談して最終的な決断をしますと、

このように何回も述べて、全員協議会の中で

も述べて、これに複数述べていますので、お

そらく30回超えたこと町長言ったはずです。

議会で約束したはずですよ。議会に嘘ついた

んですよ、議会をだましたんですよ。あんな

に議会を軽視するんですか。議会とは何です

か、町長。まず、結果よりも、この手法とい

うのがおかしいんですよ。独善的、強引過ぎ

ますよ、そうじゃないですか。町長、そう思

ってなくても指摘されたら反省すべきです。

読み上げます。こんなに言って、これがで

きるんですかと、みんなそう思いますよ。３

月29日に合意して、今日まで、全員協議会が

４月18日にあったんじゃないですか、今日ま

で報告もせず、まったく知らぬふりしていま

すよ、町長。どうして知らぬふりしたんです

か。議会を騙した後ろめたさから議会に報告

できなかったんですか。それとも自分がやっ

たことは正しかったから、議会に報告する必

要がなかったから報告しなかったんですか。

どっちですか、答えてください。

○ 議長 山里昌輝
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平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

議会に対して事前に説明がなかったという

のは申し訳なく思っています。私は議会を騙

したとか、そういうつもりということはもっ

ておりませんでした。これまでも全員協議会

で鳥島射爆撃場に関して、皆さんの意見を聞

いたり、いろいろやってきたつもりでありま

す。確かに４月の全員協議会で、その件につ

いて説明を申し上げればよかったんですが、

それもできなかったことをお詫び申し上げま

す。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

これはお詫び申し上げて、すまされる問題

じゃないです。騙したつもりでないと思って

も、結果は騙しているんですよ。誰が見ても

そうですよ。

執行部の皆さん、皆さんもこれまでずっと

聞きましたよね。議員の皆さんもずっと聞い

ていますよ。30回以上こういうことを言って

きて、議会に全く相談なかったですよ。課長

会でどう説明したかわかないんですが、僕が

言っていることは事実なんですよ、それ以外

のことはみんな嘘ですよ。

僕は、平成19年の12月議会で、この鳥島射

爆撃場の件について質問しました。あの時に

町長のその意気込み、すごい意気込みをもっ

てやっているなと思いました。町長を信じて

いました。これだけ言ったら誰も町長を疑う

ことはないと思います。しかしながら我が同

僚議員宇江原議員は、今になって振り返ると

すごいなと思いました。同じことを何回も何

回も質問し、やっぱしこれまでの職業的な経

験からでしょうか、よく町長を見抜いてなと

いま感心しています。

それと同時に、町長を信じた私、非常に悔

しくて空しくて残念です。町長、ほんと信じ

られなくなりました。申し訳ないで、すませ

る問題じゃないですよ。今から議事録に沿っ

て、事実で質問していますので、その言葉の

責任を果たしてほしいと思います。

総務課長、これから何点か質問しますので、

自分の言った言葉は責任をもってください。

今の答弁の再質問をします。

まず、議会の意見を聞いたと、これまで全

協の中で説明してきたんだが、議会の意見を

聞いたということは認識していません。町長

が、議会の意見はどうだったのかそこを聞か

してください、町長にお願いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

私としては聞いたつもりですが、議会から

は意見はなかったということがあります。確

かに、これまで議会で相談するということで

はっきりと、そういう申し上げなかったとい

うことは私の落ち度であります。たいへん申

し訳なく思っています。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

議会の意見を聞いた、嘘ですよ、これ。議

会に説明を求めて、最終的判断をするときは

議会に相談をして、議会の意見を聞いてやり

ます。そうじゃなかったですか。そんな言い

訳しないでくださいよ。

町長、質問の中に苦渋の決断といいますか、

苦渋じゃないですよ、議会に相談しなかった。
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町長、２月４日の全員協議会で、議会そして

下地代議士、元大田知事と相談しますと言っ

ていましたよね、覚えていますか、しました

か。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

下地代議士には相談した覚えがあります。

しかし大田先生には、鳥島射爆撃場について

は意見を聞きましたが、これについてははっ

きりした答えは得られませんでしたが、これ

まで劣化ウラン弾の誤射とかいろいろなこと

があって、あそこは早くなんとかしないとい

かんよということは言われています。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

この議事録をよく整理してみますと、町長

の言った言葉、辻褄が合わないです。まず町

長、いつ頃から、早期返還を求めたか覚えて

いますか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

明確な日にちはわかりませんが、就任した

当時からだと覚えています。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

そこで辻褄があいません。私は12月に質問

しました。県漁連、久米島漁業組合が早期返

還求めているのに、町長は早期返還を求める

べきじゃないかと言ったとき、こういうこと

も言っていますね、町長、「首長として全面

的に前に出て旗を振るつもりはない、伊江島

の阿波根昌鴻さんみたいに民間の人が命をか

けて、財産をかけて、時間をかけて旗を振っ

てくれれば長としても動かざるを得ない。」

これが平成19年12月です。平成20年の３月、

「首長として現実対応を考えた場合、早期返

還を求めるのではなく、現在の賃貸条件では

契約しない方針である」ということを言って

いるんです。それを言い続けて、新たな予約

はしないと言って、約１年後、平成20年の12

月３日です。９月頃から沖縄県議会が全面返

還求める、知事も全面返還を求める。その後、

10月頃、11月頃に町長が知事と同行しながら

要請し、そして12月頃、全面返還という、こ

の前要請したようなかたちで、それを要請し

てきているんですよ。

今回のものも、町長が最初に要求したもの

と、最後に決断したものが全く違っているん

ですよ。わからないと思いますが、最初は新

たな予約はしない。全面返還を求めるのでは

なく、でした。決断は予約をして、全面返還

を求めるとなっているんですよ。ほんとに、

辻褄が合わなくなっているんですよ。町長、

苦渋の選択と言っているんですが、苦渋じゃ

ないですよ、独断な選択ですよ。独断なやり

方ですよ。そういうふうにしてやっていけば、

苦渋じゃないですよ。どうコメントしますか、

どうぞ。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず、鳥島の経緯は仲村昌慧議員がおっし

ゃいましたが、これまでの経緯について、皆

さんにご理解いただきたいというふうに思い

ます。

私は就任した当時、この鳥島問題について、
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長期間にわたるということで、自分なりの戦

略を立ててきました。これについて当初はも

ちろん条件闘争とか、いろいろな部分があり

ましたけど、その当時、鳥島射爆撃場、久米

島射爆撃場、日本政府はまったく無関心。ア

メリカにとっては非常に重要な位置。沖縄県

にとっては全く軍転協の要請にも上がらない

という状態。私は自分りに戦略立ててこれま

でやってきたつもりである。

まず、もちろん鳥島射爆撃場、久米島射爆

撃場については、早期返還を求めるためには

どうしたらいいか。その当時の現状を見たと

きに、日米協議の場に、それをテーブルの上

に乗せないといかんということを第一の目標

に今までやってきました。

これまでやってきたのは、沖縄県にお願い

して一緒に返還を求めるということをやって

きました。その後、軍転協にお願いをして、

軍転協の返還要請の中に、普天間と並んで優

先項目に上がっています。日米協議にまず上

げるということは政府が関心をもってきて、

ホテルホテル地域と久米島射爆撃場が返還す

るという新聞記事が一時期載っていました。

それは日米協議の場に、そういうことが議論

されたということであります。私たちは当然

これについて、次は新たなステップに向かう

というふうに考えています。

ただ、鳥島射爆撃場も久米島射爆撃場の早

期返還を求めるということは現在も変わって

おりません。それをご理解いただきたいと思

います。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

最初はだから、鳥島射爆撃場の新たな予約

はしないということが最初の軸だったんです

よ。それがいつの間にか変更して、早期返還

を求めながら予約しないということだったん

ですね、しかし、最終的には最初と逆になっ

てしまっているんですよ。

また元に戻りますが、町長が述べたことを

傍聴人も来ていますので紹介します。平成19

年、「まず最初に賃貸契約条件に納得できな

ければ契約しない」と。町長、これ聞きたい

んですが、町長は何も求めたか、ここにある

んですよ、求めていたのは186万円の賃貸料

では、もう納得できませんよと、納得できる

金額をくださいと、それが最初の町長の要求

だったんですよ。そこを聞いていんですよ。

納得できる金額はいくらだったのか、そして

町長は平成4年から平成24年までの20年間の、

その損失を求めて、それをもらうことができ

れば町民サービスに充てるということを言っ

ているんですよ。

そのことを僕は質問しているんです。それ

がまったく回答にないんですよ。それもみん

なすり替えているんです。自分が言ったこと、

答弁みんな辻褄が合わなくなっているんです

よ。町長が最初求めていたのは何ですか、こ

の賃貸料じゃなかったですか。賃貸料をいく

ら求めていたんですか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

町長が最初に就任されてから、スタート地

点は仲村議員がご指摘のとおり、入口は賃貸

料の問題でございます。鳥島射爆撃場の実際

の利用価値、あるいは産業面に利用した場合

の価値とか、そういったもの、実際の射爆撃

で失われていく現状を考えた場合、現在の賃
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貸借契約の条件では納得できないというのが

スタートではございます。

その件で防衛次官と直接２回ほどお会いし

て、交渉して、まずは就任時のスタートはそ

ういうお考えが非常に強かったと思っていま

す。

その後、19年、20年、質問があったとおり

になりますが、若干変わってきている部分は

あることはございますが、ただ、一貫して言

えることは、この平成22年末まで何の、防衛

局からの提案というのは何もなかったという

ことで、そこで平行線になってきています。

ただ、先ほどお話しがあったとおり、途中

で沖縄県、軍転協と連携して返還に取り組む

というような方向で、取り組んできています。

その成果も一定の成果が出て、日米交渉のテ

ーブルに載っけるまでに至っております。そ

ういった成果の部分もあります。

今回の予約をするにあたって、町から防衛

局に要望ということで、先ほどの３点を出し

ておりますが、それに対する回答として、防

衛局からも返還を含めて、地元負担の軽減に

ついて取り組むということで明確に文書で回

答をいただいています。

この現状把握についても、一番町民が危機

意識を持っている島の形状の消失についても

毎年測量等によって、あるいは航空写真等に

よってそれを把握して町へ報告するというこ

との文書で回答をいただいています。

そして、久米島町の振興についても町から

の具体的な要望を踏まえて、防衛施設周辺整

備環境の整備等に関する法律に基づいて、適

切に対応していくという回答もいただいてお

ます。

具体的に何をどうするというのはこれから

でありまして、これからどういった振興策に

取り組んでいくかということも、細かく詰め

ていく予定でごさいます。

予約をした上で、返還について県知事や軍

転協と連携しながら取り組んでいくという方

針には変わりございません。特に県の方もア

メリカの方に職員を派遣して、直接民主党議

員等あたりとも接触して、軍事基地の返還問

題について、積極的に取り組んでいくように

なっておりますので、これらと連携をはかっ

て返還問題については対応していきたいと考

えています。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

なんにも成果は何もないですよ。要望して

具体的な取り組みというのは出しましたか。

具体的に何を引き出しましたか。確約しまし

たか。要望だけじゃないですか。最初の要求

とまったく違ったことやっているんですよ。

町長、２月16日に大臣に面会したというん

ですが、面会は向こうから求められた面会で

すか、こっちから面会しに行ったんですか、

どちらですか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず、鳥島射爆撃場については下地代議士

に相談し、下地代議士からの提案です。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

２日前ですか、北澤大臣が沖縄に来ました。

辺野古のＶ字案を伝えに、オスプレイの配備

を伝えに来ました。県民の民意に反して、押
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しつけするような大臣、おそらくその大臣の

姿勢に町長も屈したと私はそう思っていま

す。町長、大臣にもの言えなかったんじゃな

いですか、今までの信念をなんで通さなかっ

たんですか。

これ要求してもみんな辻褄が合わないんで

すよ。やったものと別のものになっているん

ですよ。すり替えてきているんですよ。信念

がないんですよ。ほんとに強い意志を示して

ほしかったと思うです。今、沖縄は県民の民

意というのは、基地負担の軽減ですよ。僕が

最初の町長の意気込みというのは、こっちに

も辻褄が合わないようになっているんです

ね。国と対峙せず返還交渉。町長、平成19年

になんと言ったんですか。職員に対する訓示、

こうなんですよ。

業務を遂行する上で、県や国と考えで折り

合いがつかないなど多々あると思うが、町の

考え方を主張し、解決する気概で業務にあた

ってもらいたいと、職員にはそう言って、自

分はそういうのに妥協してしまって、屈服し

てしまっているんですよ。信念をもって言い

きれなかったんですね。自分が言っていたこ

とと、みんな辻褄が合わなくなってきている

んですよ、町長。何回も何回も予約しないと

いうこと、読み上げます。

平成20年６月議会、「21年度に行われる鳥

島射爆撃場の新たな賃貸契約の予約について

は、現在の契約条件では応じない方針であ

る。」総務課長はこう言ってます。「契約交

渉の中において、節目節目で重要な局面では

議会の皆さんにも相談し、意見を聞いた上で

最終的に町長がどう判断するかということに

なる」と。

20年９月議会、「鳥島射爆撃場が新たな賃

貸契約の条件提示は今のところない。具体的

な条件提示があったときに議会に説明をす

る」と。

20年12月から、全面返還を要請したのは、

こっちからです。その場においては、「新た

な予約はしない」と言っています。「新たな

方針に予約しない方針は変わりはない、返還

に向けての交渉の節目節目には、議会に相談

しながら進めていく考えに変わりはない」と、

そこでも言っています。

21年の３月、これも「これまで全員協議会

で説明したとおり返還を求めていくことに変

わりはない」と、ここでも言っています。

そして「再三述べたとおり、私の方針に変

更はない、返還に向けては沖縄県や軍転協な

どの関係団体と連携し、返還を求めていく」

と。みんな読み上げたら時間がありませんの

で、21年10月、こういうことを書いています。

「今年度中に行われる予定の新しい予約はし

ない方針であることは、これまで述べたとお

りである。先ほどからずっと予約しないと答

弁しているが、それ以外の答弁のしかたは何

があるでしょうか。」そこまで言い切ってい

るんですよ。ずっとずっと言い続けています

ね。今、結果よりもその手法、過程、そこに

大きな問題があるんです。

総務課長はこういうことがあるんです。こ

れは22年の３月定例会、「契約については相

手方からある程度の提案が出てきたとき、そ

の時は議会の皆さんに相談して、あるいは町

民の意見を聞いて」、総務課長聞いてくださ

い、「間違いがないような対応とします」と

言っていますよ。議会、町民の意見を聞かな

いということは間違った対応だということな

んですよ。間違った対応じゃなかったですか、



- 23 -

総務課長答えてくださいよ。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、先ほども12月末までの取り組みにつ

いてお話申し上げましたが、１月に入って交

渉が始まった段階で、３月末までに、この期

限が防衛局から示されました。その中におい

て交渉を進めていく中において、途中３月11

日に東北大震災がはじまりまして、１週間ほ

ど防衛省本省との交渉が中断をいたしており

ます。そういったこともあって、最終決断が、

３月末までずれ込んでしまって、議員の皆さ

ん全員に対する相談の機会を失ったことはた

いへん申し訳なく思っています。担当者とし

て重ねてお詫びを申し上げます。

○ ６番 仲村昌慧議員

間違った対応したか聞いているんです。

○ 総務課長 仲村渠一男

総合的に判断して、最終的にじゃあどの方

が早期返還を勝ち取るのか。そして総合的に

考えて久米島町の振興を図る上でどの方がよ

かったのか。国と全面対決をして、あるいは

訴訟合戦に発展して、対決した方が早期返還

につながるのか、久米島町の振興につながる

のか。あるいは今回町長が選択した手法、同

意をしつつ返還を求めていく、そして町の振

興も図っていくという方法がいいのかという

ことについては、当然、今後その結果が出て

くるわけでございますが、その選択について

は、やむを得ない苦渋の選択であったと考え

ております。結果はこれから出していきたい

と考えております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

今、結果よりも手法が問題ですよ。やって

きた対応のしかたが間違っていたんですよ。

それを聞いているんですよ。その結果は聞い

てないですよ。約束したんじゃないですか、

それをやらなければ間違ったと言っているん

じゃないですか。そこは間違ったんじゃない

ですか。そんな言い訳しないでくださいよ。

３月末、時間がないから契約してくださいと

向こうが迫ってきた。こっちからずっとずっ

と言い続けてきて、向こうは20年の12月まで

何の反応がなかったと、向こうの責任じゃな

いですか。それで言い訳するんですか。時間

がなかったからと議会に言い訳するんです

か。私は私が町長だったら、私はこれまでず

っと議会に相談しますと言っていますので３

月末の契約を求めてもできませんと断ります

よ。そうすべきじゃないですか。そういう言

い訳は通りませんよ。これは。

そして、この圧力についても、町長は、圧

力に屈しない、兵糧攻め、ご心配なくと言っ

ています。強制収用も覚悟してたんですよ、

強制収用した場合に議会のみんなに協力して

くださいと言ってましたよ、そのような覚悟

をして、僕たちを信じさせといて、相談もせ

ずそういうことやるんですか、できるんです

か、ほんとに、これが。そこが問題ですよ、

コメントしてください。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これについては、結局、私の意図する条件

にそぐわなければ、そういう行動はあります

ということは、議会の皆さんにも説明しまし

た。要請行動もありえますよということを説
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明しました。ただ、防衛局から満足ではない

んですが、妥協点が示されたということで、

最終的な判断で同意しました。

ただ、我々が考えるには目的は鳥島射爆撃

場、久米島射爆撃場の早期返還と、早期返還

をするためにはどうするかということで、そ

れはポイントによっていろいろ違うと思いま

す。今回、予約をして早期返還を求めるとい

う方法をとったのは、自分たちで総合的に判

断して決定したということです。ぜひ、この

へんをご理解いただきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

７番目の鳥島射爆撃場の早期返還、総決起

大会について、総務課長はその効果的タイミ

ングはいつだったと述べましたか、覚えてい

ますか、どうぞ。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まずは、効果的タイミングというのがいく

つか考えるられる部分があるかと思います。

効果的タイミング、例えば、最終的に予約の

同意を拒否した場合、それも１つのタイミン

グになろうかと思います。今回は同意を選択

したわけです。そして同意を選択して、今後、

県知事や、あるいは軍転協と連携して、米国

サイドに対して返還を強く求めるというよう

な手法を採択したわけですから、今後、いろ

んな局面が出てくるかと思いますので、その

タイミングを見てという意味でございます。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

総務課長、22年の３月議会で、こういうこ

とを言っているんです。町民総決起大会のタ

イミングは、町が契約しないということを出

した場合、特措法に基づく強制収用の手続き

が入る。国が強制収用の手続きに入った時が

チャンスであると言っています。もうそのチ

ャンスは逸しましたよね。強制収用も覚悟し

てこういう答弁もしてきたんですよ。そして

町長は、全面返還に対しては最初は、前面に

出て旗を振るつもりは全くないと言っていま

したよ。おそらく町民総決起大会も今の状況

では厳しいでしょう。

宇江原議員が冒頭でも言いましたが、よく

見抜いたなと言うのは、何回も何回も町長に

新たな予約をしないと答弁をしながら、私は

町長が新たな予約に契約するものと判断しま

すという質問をしました。そのとき町長は何

と答えたと思いますか。私の思いが伝わらな

いのは残念ですと。自分はずっとそう言い続

けた。それを信じられないんだったら総務課

長に答弁させますと言いました。総務課長、

どう答弁したか覚えていますか。総務課長の

口から答弁して下さい。これ一番重要な答弁

ですよ。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 11時10分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時12分）

○ ６番 仲村昌慧議員

この言葉は非常に重要なことを言っていま

すので、出来るだけ総務課長の口から言って

もらいたいんですが、実は、宇江原議員の新

たな予約に契約するものと思われますと言っ

たときに、町長は、「じゃあ私が信じられな

いんだったら総務課長に答弁をさせます」と
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言って、総務課長はこのように答弁していま

す。「町長がこれだけ皆さんの前で、何か新

たな国の提案があったら、皆さんにまず相談

しますといっているわけですから、これを裏

切ることは町長の政治生命は終わりです」と、

言ったの覚えていますか。今回はその覚悟で

この契約をやったと思うんですよ。信頼をな

くしてしまう、そういう意味から町長を信頼

していただきたいと言ったんですよ。その言

葉に責任をもたないんですか。そこまで言っ

てるんですよ。町長、責任もたないんですか。

その言葉、町長の政治生命終わりですよ、裏

切ってますよ。どうですか、その言葉。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

細部は覚えておりません。ただ、宇江原議

員から予約にたいして状況はどうだったのか

ということは覚えています。それで私の答弁

で、信じなければ総務課長の方でお願いしま

すということは覚えております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

非常に重要な答弁ですよ、これ。覚えてい

ないじゃなくて、これを言わせて責任を負わ

ない。町長、鳩山前総理は、普天間問題を最

低でも県外国外と言って、そして辺野古案の

日米合意でもって沖縄県民を裏切ったんです

よ。そしてその責任をとって、総理の座を退

くことになりました。

町長は、新たな予約は行わない。議会、町

民に相談をして判断をすると言いながら、議

会、町民に相談もせず、これまでの方針を覆

して予約に合意した。このことは議会、町民

を裏切ったことになるんですよ。町長は議会、

町民を裏切ることは、町長の政治生命終わり

であると発言しておきながら、自らの発言の

責任をとらないんですか。どうですか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

鳩山前総理の例が出ましたが、私自身、鳥

島射爆撃場を早期返還するために自分なりに

ずっとこれまで戦略を立てて考えたつもりで

す。それで、もちろん情報が議員の皆さんに

迷惑をかけたこともございますが、ただ、こ

れまで私が就任するまで、この鳥島射爆撃場

に対して動いたでしょうか。私は自分で動か

したつもりです。こういうことを、ぜひ皆さ

んにご理解いただきたい。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

私は、最初の町長のあの予約をしないとい

う動きは、すごいインパクトがあったなと。

返還よりもその方が現実的だなと思いまし

た。その中で並行に進めていくと、よりイン

パクトが強くなっていくなと期待していまし

た。しかし、今回の問題は、その結果よりは

その手法、約束を破ったそれが大きな問題な

んです。そこが大きな問題、それを言ってい

るんです。裏切ったら町長の政治生命は終わ

ると。総務課長にも責任ありますよ。総務課

長、どう責任とりますか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの政治責任の問題の発言について

は、私の口から出た言葉でございますので、
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私の方にその責任はございます。

それから、いま町長から答弁があったとお

り、最終的には非常に悩んだ挙げ句、いかに

して早期返還を勝ち取るか。そして町の振興

を図っていくかということを悩みに悩み抜い

て最終的に決断したわけでございます。

ご指摘の議会の相談の部分については、私

も深く関わっておりますので、重ねてお詫び

申し上げます。

それと、この合意づくりの仕組みが全く議

会を無視したということではなくて、一定の

議長、副議長が入って、意見交換する場はご

ざいました。そういうこともあって少しこち

らの考え方が間違っていた部分もございます

が、その手続き面においては仲村議員ご指摘

のとおり、たいへん不備なところがあったと

思っております。大変申し訳ございませんで

した。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

申し訳ないはいいです。私の責任がありま

すと、どう責任をとりますか。あなたはどう

責任をとりますか。あなたが言った言葉は町

長も責任をとるべきなんですよ。町長もちゃ

んと責任とって下さい。軽はずみな発言です

かあれ。非常に重要な発言ですよ。あの責任

はどうとりますか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

責任のとり方についてはいろいろあります

ので、これはこの問題について、しっかりと

けじめをつけるということについても責任の

とり方、あるいは早期返還につなげるように

山を動かすというのも、ひとつの責任のとり

方です。いろんな責任のとり方がありますの

で、自分なりに、あるいはまた町長からの、

任命権者からの指示もございますので、考え

ていきます。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

町長、今回の問題、本当に不信任に値する

ぐらいの大きな問題だと私は思っています。

町長は自分の発言には責任をもって下さい

よ。町長はそういうことも言っていますよ。

「政治家の発言は重いものであると。自らの

発言に沿った行いをしなければいけない」と

いうことを言っているんですよ、町長。今回

の大きな問題はその手法ですよ手法。この１

年間で町長が提案した２つの議案が否決され

ました。これも先ほど申し上げた議会軽視、

議会無視、独断的、強引的なやり方があるか

らそうなるんです。そこも指摘されたら少し

はそう思っていなくても、町長、反省して、

議会と相談しながら、議会の意見も反映して

ほしいんですよ。時間がきましたので以上で

終わります。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで６番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前 11時20分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時30分）

次に、２番宮田勇議員。

（２番宮田勇議員）

○ ２番 宮田勇議員

２番宮田です。質問の前に一言。この度の
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東日本大震災において数万人の犠牲者になっ

た方々へ哀悼の意を表しご冥福をお祈り申し

上げます。同時に、被災者の１日も早い復興

を祈念申し上げます。

では、質問通告に従って質問を行います。

質問事項、東北大震災の教訓から今後の危機

管理体制の見直しについて。天災は忘れた頃

にやって来るとよく言われ、誰にも予測がつ

かない。そのために防災対策に努力されてお

りますが、今回の東日本大震災は想定外と言

われて、その教訓から全国各地において危機

管理の見直しが注目されております。本町に

おいて、今後の危機管理体制の見直し計画は

いかようなものか、町長、お答え下さい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

２番宮田勇議員の質問にお答えいたしま

す。危機管理体制の見直しについては、①人

的組織的体制の強化として、自主防災組織の

強化が必要であります。大規模災害が発生し

た場合には行政機関だけでは対応できません

ので、どうしても字単位の自主防災組織の強

化が必要であります。②防災計画等のソフト

面については、ハザードマップを作成するな

ど津波対策を中心に見直してまいります。③

施設等のハード面については、ライフライン、

避難所となる公共施設の耐震化や非常用電源

の確保を行い災害に強い町づくりを行ってい

きたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

久米島は人口の大部分が海抜10ｍ以内に住

んでいる状況で、今回の東日本大震災規模を

考えると、避難所の公共施設は大半が被災す

ることになると思うが、ただいまの答弁では

具体性が見えないですが、町長、各字単位の

自主防災組織の強化が必要とありますが、そ

れはもちろんのことで大事でありますが、そ

れに向けて行政としての防災指導訓練も大事

だと思うが、どのように考えているかをお答

え下さい。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいま宮田議員からご指摘があったとお

り、公共施設のほとんどが海抜10ｍ以内の低

いところにあるということでございまして、

例えば儀間公民館とか仲小とか仲中、比嘉公

民館、美崎小学校、仲里改善センター、そう

いった施設も現在の地域防災計画では避難所

に指定されております。ですから、そういっ

た避難所の見直しも必要になってきます。

特に今回の地震を受けて、津波の浸水予測

の部分についての見直しを早急にやらなけれ

ばいけないだろうと考えております。今、町

の地域防災計画では、津波の高さ3.4ｍ、こ

れは県も一緒ですが、しか想定されておりま

せん。従って、町役場が被災するということ

は全く考えていないというような状況ですの

で、行政の体制も含めて、そこらあたりも含

めて役場が避難するときどうするのか、役場

が被災した場合、行政機能をどうするのかと

いったことも含めて、今、早急にこの見直し

が必要だろうと考えております。

あとは、津波警報の伝達体制については、

今回、Ｊ-アラートというのを入れましたの



- 28 -

で、これは国の方から衛星を通じて全国一斉

に津波警報を伝える、あるいはミサイル弾道

弾が飛んできた場合に伝えるといったような

設備的には強化されている部分もあります。

ただ、国からの通報がいってもそれをじゃあ

住民をどのように動かして避難させるかとい

ったことも行政の大きな課題となっておりま

すので、そこらあたりは行政と自主防災組織

と連携したかたちで避難がうまくできるよう

なかたちの取り組みは早急に取り組む必要が

あると考えています。

それから、行政として津波避難場所として

利用可能な施設というと、大岳校区と比屋定

校区の公民館、それから具志川農村改善セン

ター、西中、大岳、比屋定、それぐらいしか

ございません。自衛隊の体育館が使えるかど

うかを含めて見直しが必要だと考えていま

す。

あと、避難所に備えるべき毛布やマット、

あるいは非常用食糧、そういったものの備蓄

にも取り組んでいきたいと考えております。

行政の体制としては、総務課が危機管理体

制の機能を担っているわけですが、そこらへ

んの体制の強化として今後、消防本部とも人

事の定期的な交流をして、その部署で危機管

理に対してノウハウのある職員を常時置いて

いくということも必要ではなかろうかという

ことで、そういう話は消防本部とやっており

ます。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

今、答弁にあったとおり美崎地区、仲里地

域、清水地域とか、本当に低地であります。

そういった場所で、いざ東北大震災のような

大型のが来た場合は３ｍ、４ｍじゃないわけ

です。そういった中で、先ほど津波対策のた

めに避難ハザードマップを作成するとありま

すが、現在、各公民館に設置されております

よね。あのマップは見るに限って不十分です

ね。というのは、避難場所の、このマップに

はそれぞれ場所の高低というんですか、標高

というんですか、そういったのをしっかり表

示をしてもらいたい。そして住民がいつでも

急いで駆けつけていけるように、仲里校区、

久米島は儀間嘉手苅なんですが、清水校区と

かは広い区域に渡って集落があるんだが、そ

の避難場所、高台という設置もないようだが、

今回の津波からみれば、それ相当の所を指定

しないといけないんだが、そこへ行くために

は相当な道のり、時間、距離も遠いんだが、

そのアクセスはどのように考えていますか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

今回の東北大震災を踏まえて、ただいまご

指摘のあった、一時的に高台に避難する一時

避難場所、そしてそこに至る経路、避難経路

については出来るだけ川沿いを避けていただ

くということと、道幅の大きさ等もございま

すし、数の関係もございます。そういった避

難経路、一時避難場所、今回の大震災におい

ても警報が発令されて解除されるまで丸１日

以上かかっているわけですから、その高台の

一時避難場所にずっと一昼夜そこにいるわけ

にはいかないわけです。ですから、一旦、一

時避難場所に避難して、そこでその集落の字

の安否確認をして、そこから二次避難場所に

移動する。二次避難場所では毛布とかマット

等を準備しておいて、そこで１日、あるいは
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２日を過ごすことができるように、そういっ

たかたちで態勢をつくっていく必要があると

考えております。

それから、この件については、社会資本整

備総合交付金事業で24年度に取り組む考えを

しております。これについては避難経路の部

分と一時避難場所。一時避難場所には今ご指

摘のあったように、ここは海抜何メータです

ということを表記して、そこから二時避難場

所の表記というかたちで、避難ルート、経路

とうについても標識を示して、海抜何メータ

ということについても、その事業で標識に表

示していきたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

範囲の広い仲里校区、そして儀間、嘉手苅、

清水校区なんか、一時避難場所は検討されて

いますか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

本格的な地域防災計画の見直しにはかなり

時間がかかります。１年程度かかりますが、

今、暫定的に担当の方で、その区域ごとの避

難経路図と一時避難場所について検討を進め

ているところでございます。特に代表的な部

分で、イーフ地区ですと、両方に川がありま

すから、川から津波が遡上してくるというこ

とですので、真ん中あたりのココストアの通

り、そこが避難経路になるということで、そ

こまで来ると役場のところへ来て、登武那覇

に上るのか、あるいは比嘉のコンビニ辺りに

行くか、ルートはいくつか分けて考えており

ます。これを早めに各区域ごとにつくりまし

て、９月４日に町の津波を想定した大規模な

避難訓練を予定していますので、その前に各

区長に示して、訓練をその計画に基づいて実

施できるようなかたちで考えております。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

被災地の報道をテレビから見ております

が、宮城県の石巻市の大川小学校では、過去

の津波の体験からして年に４回ぐらい避難訓

練をやっているそうです。今度の津波に対し

ても訓練をしたばっかりだったにも関わら

ず、児童の行方不明者６名を含めて74名の尊

い命が失われているようです。これについて

は津波に対する過小評価で、避難マニュアル

に問題があったといわれております。

その問題というのは、学校が避難場所に指

定されていたことで、校庭に全生徒を集めて

保護者が来るのを待っていて、津波警報から

40分も経って、津波が目前に迫ってから裏山

に避難したという過小評価が原因であるとさ

れております。

今後、久米島においても、先ほど言ったと

おり低地が多くて、その低地に学校もたくさ

んあります。たくさんの学童児童を抱える学

校現場を指導指揮監督する教育長の見解、そ

してまた町長の見解も併せて、もう一言ずつ

答えて下さい。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

町の防災計画の中におきまして、先ほど総

務課長から話のありました津波の高さ3.4ｍ

ということなんですが、そして避難場所、そ

ういったのがまだ明確に示されておりませ
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ん。津波が来たら高台に避難するようにとい

うことでの記述はあるんですが、どこどこと

いう場所が示されておりませんので、そのへ

んはしっかりしたかたちで町と連携をとりな

がら学校の方でも防災計画の見直しを図って

いきたいということでございます。

４月、５月の校長連絡協議会がございます

が、これは各学校、小学校、中学校集めての

校長連絡協議会がございますが、４月、５月

におきましても避難訓練、これをぜひ実施す

るように要請しております。

先ほどご指摘のございました清水幼稚園、

そして久米島小学校、中学校、仲里小学校、

中学校、美崎小学校が該当ということになり

ます。清水小学校におきましては、上の校庭

が15ｍございます。そして体育館に登ります

と約20ｍということがありまして、それ以上

の高さの津波がくるとまた更に久米島西小学

校、あと大岳小学校までの避難ということが

ございますが、先ほど話のございました避難

経路についても、ぜひ学校の方で実際に歩い

て、これは高学年じゃなくて幼稚園生、そし

て低学年が歩いてどういった経路で避難する

のか、その時間もはっきり明示してくれとい

うことを要請しております。

そして清水小学校につきましては裏門から

まっすぐ上の方に農道へ行く。久米島小学校、

中学校におきましては久米島小学校からまっ

すぐの山に向かっての一本道をずっと歩いて

いく。そして中学校においては中学生、小学

校が身近にありますので小学校の低学年を誘

導しながら一緒にやってくれということで、

小中連携を図るように要請しております。

また、仲里小学校、中学校におきましても、

やはり一番登武那覇が身近にありますので、

その登武那覇の道をまずは津波の被災がある

場合にはそれを真っ先にその一本道でもって

登武那覇の方で一時避難場所を確保してくれ

ということをやっております。

美崎におきましてはユイマール館の前を通

って、上の県道の方に避難するようにという

ことで、まずは一時避難をし、そして町の定

めた二時避難場所に避難するようにというこ

とで各学校の方には指示しております。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

学校関係については、いま教育長からあり

ましたが、私は全体的な津波に関しての町の

取り組みについて答弁したいと思います。

まず、私どもがいま問題を抱えているのは、

町民の意識の問題であります。これは今回の

津波警報が出て、海岸に津波を見に行くとい

うぐらいの意識しかないというのが大きな問

題だと思っております。先ほど教育長からお

話がありましたとおり、今年の防災訓練のと

きにそこらへんをなんとか町民に啓蒙してい

くことが、まず一番大きい訓練じゃないかな

というふうに思います。

そして、10ｍ以下の低地に住んでいる人が

約85％ぐらいいるということですので、そこ

らへんから一時避難場所、そこまで避難する

ときの方法、あるいは移動手段等については、

これから防災計画に盛り込みますが、そこら

へんも今回検証できるんじゃないかというふ

うに感じております。

ただ、東日本大震災と久米島町、沖縄全体

ですが、違うところは、まず、東日本におい

ては木造住宅が全て流されたということで

す。我々の地域は約90％がコンクリート造り
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の家であるということで、まず一時避難場所

に避難して、丸一昼夜あるいは二昼夜、避難

して、その後は家に戻れるというメリットは

ありますが、今、早急にやらなくちゃいけな

いのは一時避難場所への経路と方法、手段、

そして町民の津波に対する意識をどう啓蒙す

るかというのが我々に課されている課題にな

ります。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

本当に他人事ではないと思います。昨日、

一昨日から県内においても、ある学校では避

難訓練をやっているそうです。ぜひ久米島に

おいてもそういう計画をしてやってもらいた

いと。

それから、役場庁舎、具志川庁舎は高台だ

からいいとして、この庁舎も貴重な町民の資

料とかいろいろありますので、その庁舎を守

る何か、それについてもしっかり体制を整え

るべきだと思うんだが、それとも新しく高台

に建物でも造って移動するのか。東北のある

町役場では資料も無くなって、戸籍を証明で

きるものがないということも出ているんだ

が、他人事でないということで、そういった

ものにも十分気を配って、それの対策もやっ

てほしいと思うんだが、町長、答えて下さい。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまご指摘があったとおり、東北の被

災地において行政機能が麻痺している部分に

ついては、ただいまのお話があったとおり、

戸籍や住民票といった基礎的なものが全て失

われたということが原因でございます。今後、

町の総合行政システム、あるいは戸籍システ

ム、住基システム等についても、島内の１カ

所の公共施設でバックアップがとれるような

体制。仮に仲里庁舎が浸水しても別の場所で

それが残るようなかたちでいま考えていこう

と思っております。

それから、文書の保管についても、いま大

方が旧具志川庁舎の方に移して、向こうで保

管しておりますので、そういったことも含め

て危機管理体制の見直しの中で具体的に検討

していきたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

最後になりますが、去った台風２号により

ある市町村においては防災無線に被害が生

じ、住民に不安を与えたという報道がありま

すが、本町においての被害状況はどうだった

か。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

去った台風２号で防災無線は、現在３機に

不具合を生じております。これについては来

週22日に業者が来て現在の保守点検をして対

応することになっております。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

備えあれば憂いなしとよくいわれますが、

命あってのことですから、町民の尊い生命と

財産を守るという重大さを最優先施策として

提案し、強く要望して質問を終わります。

（宮田勇議員降壇）

○ 議長 山里昌輝
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これで２番宮田勇議員の一般質問を終わり

ます。

次に、７番喜久里猛議員。

（７番喜久里猛議員登壇）

○ ７番 喜久里猛議員

７番喜久里です。私は４件ほど質問したい

と思います。

まず、アーサ虫なんですが、これは正式名

じゃないということなので、アーサ虫と書い

ていますが、合併前から実はシンリ浜の方で

発生しまして、地域の住民、特に皮膚の弱い

お年寄りとか、女性の方々に被害を与えて、

更にロケで水着を着て撮影したんだけど、と

てもじゃないけどやってられないということ

で逃げたという話も聞いております。そうい

うかたちでありますので、このアーサ虫の対

策は今現在どうなっているかということでご

ざいます。

２番目につきましては、ただいま宮田議員

からもありましたが、似たような質問になっ

ています。防災計画の見直しについて。本町

でも防災計画の見直しをやるということを新

聞で見ました。これはいいことだと思ったん

ですが、緊急に手を付けてほしいのがありま

したので、その質問の中で回答がもらえれば

幸いだと思います。

３番目は水力発電。今、東北震災の影響を

受けまして太陽光だとかなんとかいっていま

すが、私は久米島では水力発電の方が無難じ

ゃないかと思っての質問でございます。農家

の電気料が実は非常な負担になっておりま

す。付加金と併せて。それをなんとかちょっ

とでも軽減できないかということで、実は機

会がありまして大保ダムの方を調べさせたん

ですが、あれから考えますと私は可能じゃな

いかということで、久米島でもこの水力発電

を採用したらどうかという思いでの質問でご

ざいます。その実現性があるかどうか、その

へんも回答願いたいと思います。

それから、新規ダムなんですが、今、儀間

ダムがあんな大きな工事をして何で今さらと

いう気もすると思うんですが、私は私の考え

がございまして、ずっと前から、まず観光か

らいいますと、離島市町村におきましては浜

とかそういうものはもう同等の勝負しかでき

ないと。綺麗さにおいても。じゃあ久米島が

他の離島に比べて何がいいかとなるとやはり

水じゃないかと私は昔から思っています。水

が豊富だと。水を確保しておけば、いわゆる

断水の少ない久米島とか、どこでも水がつか

えるとか、そういうイメージがありますので、

そのへんの質問でございまして、新しいダム。

ダムにつきましては、今日明日できるものじ

ゃない。おそらく10年以上、20年近くかかる

でしょう。今から準備しておいたほうがいい

んじゃないかということでの質問でございま

す。この４件です。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

７番喜久里議員の質問にお答えします。ア

ーサ虫対策について。飛翔昆虫のアーサ虫は、

クロヌカカの一種と推測されておりますが、

その種類や生態などについては、まだ一度も

調査されておらず、正確な情報がほとんどな

いため、その防除法も検討されておりません

でした。町としての対策は、毎年粘着シート

による虫取りトラップを約300本設置してお

ります。また、平成22年度より、沖縄県衛生
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研究所ヘアーサ虫の被害状況、生態及び防除

法に関する調査を依頼しております。

今後の調査計画と対策としては、アーサ虫

の生息域、発生源、発生分布等生態の解明及

びア－サ虫の防除法の検討が計画されており

ます。

防災計画の見直しについて。本格的な地域

防災計画の見直しには１年程度の期間が必要

ですので、全体的な見直しの骨子については

まだできていませんが、東日本大震災を踏ま

えた防災対策として、緊急的に実施すべき事

項として、ある程度時間をかけて地域防災計

画を見直したうえで実施すべき事項に分け

て、すぐにできるものから対応してまいりた

いと思います。

水力発電の事業実施について。水力発電に

ついては、沖縄県が平成19年度に「小水力発

電事業化可能性調査」行なっており、久米島

を含めた県内のダム、ため池、導送水管、河

川等の事業化の可能性が報告されています。

久米島ではいずれも流量が安定してないなど

事業化の実現可能性は無いとの結果がでてお

ります。しかしながら、小水力発電技術も日

進月歩で、更に県の調査から４～５年を経過

しいます。その間に小さな落差、流量でも発

電できる装置が開発されているようなので、

農家の負担軽減を図る上でも現在の久米島で

の発電の可能性を再度調査する必要があると

思います。

新規ダムの建設について。ダムについては

現在、建設中のものや、島の先人が残してく

れた数多くのため池などがあり、それぞれを

有効活用することで「水の島」をアピールす

ることができるのではないかと考えていま

す。また、ダムやため池の水源となっている

島の渓流がラムサール条約に登録されている

こと、清流のシンボルであるクメジマボタル

が河川流域に生息していることは、水源地の

健全性を示すもので、「水の島」をアピール

する上で大きな効果を発揮するものと考えて

おります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 11時58分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 １時00分）

引き続き７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

再質問させていただきますが、アーサ虫に

対しての回答ですが、この回答で見ますと、

それほどの進歩は見られないなという気がし

ます。実は、今回のアーサ虫の対策につきま

して、実はアーサ虫は既に十何年も前から、

特に大原の方々に迷惑をかけているんです

が、私が現に体験したのが、実は長竹を超え

て灯台の方なんです。ここまで来たかという

感じを受けましたので今回質問させていただ

きます。

当然、担当の方にも相談しまして、町長に

も相談しまして、更に私は私なりに下地事務

所へ行きまして県議に渡してくれと資料も渡

してあります。海岸ばたですので必ずしも久

米島町だけの問題じゃないと解釈しておりま

すので。

そういうことで、ぜひ、何が原因でどうい

うふうに発生するのか分からないという状態

が私にとっては理解できない。今の時代に虫

の名前さえないというものが発生することじ

たいが理解できないんです。とりあえずは県

と調整していただいて、予算を大幅に取って
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いただいて。実はあの報告書を見た限りでは

たいした予算じゃないんですよね。２人来て

１日２日やって帰ると。こんな調査ではおそ

らく根本的な対策にはつながらないと思いま

す。

幸いその中で１つだけちょっと明るいかな

と思ったのは、その卵の発生場所が波打ち際

のアーサの打ち上げられたところにどうも発

生しているらしいという報告を受けています

ので、そういうことであれば、仮にその卵を

全滅させるために、私はトラクターのロータ

リーの手もあるんじゃないかと。いわゆるこ

れ攪拌してしまえばある程度は防げるんじゃ

ないかとみています。

ですから、そういうものを含めながら、い

わゆる完全に防除体制ができたという時点か

ら始めるんじゃなくて、まず、これにも書い

てある粘着テープ、あれも１つの方法ですよ

ね。ただ、あれよりもロータリーでかき混ぜ

て卵を死なす方法が効果が出るんじゃないか

と、そのへんも検討の余地があるんじゃない

かと思っております。そのへん何か回答あり

ましたらお願いします。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

現在、沖縄県衛生研究所にお願いして調査

をしてもらっておりますが、６月２日現在の

報告によりますと、網で捕獲はするんですが、

その捕獲する数よりも波打ち際から採取する

卵の数が極端に少ないという報告がありまし

て、もしかしたら畑や近くの草地辺りにも卵

が産み込まれている可能性があるということ

で、今後、更に陸側のところにも範囲を広げ

て調査して、発生源の特定を早めにやりたい

という報告を受けております。

虫除けのスプレーをかけますと、ある程度

防げるということで、彼ら自ら実験してやっ

ておりますので、来年の２月３月に向けては

12月補正あたりで虫除けのスプレーを購入し

て、区長さんあたりに預けて、必要な方に配

布する方法もあるんではないかと思っており

ます。またこの波打ち際はトラクターのロー

タリーも相談しながら対策していきたいと思

います。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

課長の話で、ひょっとしたら波打ち際だけ

ではなくて草地もあるんじゃないかと。実は

私も感じております。というのは、合併前、

実はそのシンリ浜公園の芝生の中から出てき

ているんですよね。掘り起こしてみたらそこ

にもいましたということもありますので、ぜ

ひ県と相談していただいて、去年あたりまで

の調査費ではもう話になりません。それの何

十倍ぐらいかかると思いますので、県と調整

していただいて調査費をつけていただいて、

早めに対策してほしいと思います。

次いきます。防災計画なんですが、先ほど

も宮田議員からも質問ありまして、だいたい

似たような感じになるんですが、ただ、この

中で骨子についてはまだできていませんがと

いうことがあります。私は当然これは今から

見直すわけですから１年以上はかかるでしょ

うと覚悟はしていますが、ただ、緊急にでき

ることがあるんじゃないかと思っています。

この回答には緊急にできるという具体的なこ

とが書いてありませんので、２、３質問させ

ていただきたいんですが。
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例えば、地震というよりもむしろ怖くなっ

てきたのが津波ですので、津波に対してどう

対策するのかと。現在の避難場所では少なく

とも鳥島、仲泊はそのまま逃げられますが、

大田、兼城についてはむしろ危険なんですよ。

１回上がってまた横滑りしてセンターまで行

くと。いわゆる距離もある。高さもそんなに

変わらない。逆にちょっとだけ下がってます

よね。大田は上がって、それから具志川改善

センターまでは若干下がってるところがある

んですよ。そこに波がきたらどうするかとい

う話なんです。

ですから、私なりに考えた場合には、やは

り山に山に、高いところ高いところ、近いと

ころ。そのへんのところを早急に見直しでき

ると思うんです。

それと、津波の規模によって、前にも申し

上げましたが、海抜何メータ、いわゆる高さ

地点。これは東北のテレビにも出ていますよ

ね。家のブロックに張られているんです。海

抜何メータと、民家のブロックですよ。これ

簡単にできるんです。これもできますね。

それから、役場とか公務員とか消防の方々

は津波の時には大変なんですよ。いわゆる身

内を守るどころじゃないんです。町全体をや

らなくちゃいけない。そうすると字のお年寄

りの方々は誰が守るかということになると、

どうしても自分たちしかいない。字単位の防

災計画、更に詳しく言わせてもらえれば、お

年寄りの所帯、この方々は誰が緊急時に避難

させるかという方法までできると思います。

少なくとも、そういう緊急にできることはや

ってほしい。

長期的にみれば、先ほどの話にも出ました

学校の問題がありますね。庁舎の問題もある

んですよ実は。ここもやられる可能性がある

わけです。であれば、学校の統廃合を含めた

発想からして、高台に子どもたちは最初から、

いわゆる学校を統廃合して新しい校舎を造る

べきじゃないかという発想になるんです。

今、地域的に何となく統廃合した場合にど

この学校にするかという意識があるものです

から、これを捨てて、新しい校舎、学校をつ

くるという発想をもたせたらいいんじゃない

かと思います。もちろん金がかかります。し

かしこれは将来の久米島の子どもたちを守る

ためにはぜひ必要じゃないかと。

実はこういう話があります。東北の大震災

の話ですが、ある小学校で、この仕事をした

大工さんは元議員さんらしいんです。去年亡

くなっているらしいです。この方が学校の避

難経路を見て、学校の校門から一旦下がるら

しいんですよ、道路が下がってまた上がるら

しいです。こんなことをしていたら子どもた

ちは非難する間に亡くなってしまうと、被害

を受けてしまうという発想の下に、行政に相

談しても埒があかない、しまいにどうしたか

というと、彼はその地域の方々に寄付を募っ

て自費で実は渡り廊下をつくってしまったん

です。裏手側に。今回非常に役立ったと。子

どもたちは安全に、この裏手の渡り廊下から

避難したと。いわゆる危ない下まで下りずに

すぐそのまま上に上がっていけたという例も

あります。内地の友達から電話がありまして、

こういうこともあったよということもありま

したので、こういうことも含めて、ぜひ検討

していただきたい。実施して下さい。

私が申し上げた緊急を要するものは、見直

しの全体的な組織をつくってからでは私は遅

いと思います。というのは実は、もちろん皆
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さんご存じのとおり明和の大津波が1771年で

したか、約250年前。実はその前に１件の大

津波があったそうです。いわゆる沖縄が絶対

津波がないということは言えない。しかも25

0年周期で来ますよということをいわれてい

るんです。ということはもうじきなんです。

仮に来るとしたら。ですから、東北大震災か

ら我々もやっておかないと安易な気持ちでは

なくて、そういうことも含めて、できるもの

から先に。これは別に対策室どうのこうのじ

ゃないと思います。行政の方からやればいい

わけですから。

もう一つ、緊急にやってほしいのは、皆さ

んの防災に対する意識の問題なんです。１つ

２つ例をとります。大津波の日、地震の日に

改善センターは使っていましたね、会議で。

とんでもない話ですよ。避難勧告を出したの

にも関わらず改善センターを会議で使ってい

る。文化センターなら３人ぐらい行ったはず

です、避難で。その意識。確かに太平の世に

慣れてしまってそういう意識がないなという

のを感じました。

もう一つは、この間の津波じゃないですが、

台風の埋め立て地の車が流された事故、事件。

あれは消防長にお聞きしますが、消防長は20

年になりますか消防にきてから。

（「30年です」の声あり）

20年前の事故を経験しましたよね。あの経

験があるにも関わらず、人間は被害なかった

ですよ。車の避難の指示をしましたかという

ことを回答願いたい。ほんとに危機管理意識、

これをもうちょっと、もちろん我々も含めて、

町民も含めて、緊急に改善する必要があると

思っています。このへん、回答ありましたら。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいま喜久里議員からご指摘がございま

した、すぐにできることとして、避難ルート

や高さの表示、あるいはお年寄りをどう避難

させていくかという問題につきましては、と

りあえずこちらも同じような認識をもってお

りまして、各部落ごとに戸主、災害時要援護

者や災害時に手助けが必要な方の名簿を各自

治会ごとにつくって配るということを予定し

てます。これは戸主名簿と同時に要援護者の

援助が必要な人のリストをつくった上で、基

本的にあまり金をかけない方法として、ゼン

リンの地図をつけまして、要援護者が住んで

いるところに印を入れまして、あと避難経路

はある程度印を入れて、少なくとも一時避難

場所までは迅速に隣近所が助け合って部落全

体が避難できるような仕組みをとりあえず急

いでつくろうということで取り組んでおりま

す。まずこれがすぐできることという部分の

１点です。

あとは、これを基にいかにして訓練を積み

重ねていって、それを地域の皆さんがごく自

然に反応するまでにもっていかないといけな

いということで、あとは繰り返し、まずはそ

の地域の皆さんが自らのこととして自ら考え

ないといけないと思います。行政からの押し

つけだけではできませんので、区長会を通し

て、基本的には全自治会こういった自主防災

会を、イコール部落になるわけですが、組織

していただいて、必要な資機材については町

から与えるようなかたちで、部落ごとの避難

体制を確立できるようにやっていきたいと思

っております。

あとは職員の意識、町民の意識の問題につ
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いては、ただいまご指摘のあったとおりでご

ざいます。そういった意識のレベルが非常に

低いということがございますので、それもや

はり訓練とか、そういったものを通して培っ

ていく、意識を高めていくということが必要

になってくると思っておりますので、まずで

きることから一つひとつ取り組んでいきたい

と思っております。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほど喜久里議員がおっしゃったとおりで

あります。私自身で一番の問題、今できるこ

とで一番の問題は、町民の意識の問題だと思

います。危機感がないということで、先ほど

も申し上げましたが、津波警報が出て海岸に

出て津波を見に行くというレベルではもうと

んでもない話で、これはいろいろな訓練を通

じて、あるいは広報を通じて、町民の意識向

上をまず図ることからやっていきたいと考え

ております。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

車の避難を指示したかどうか。

○ 議長 山里昌輝

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

今回の台風災害につきましては、事前に暴

風対策を入念にするようにということで防災

無線において広報してます。ただ、地域的に

確かに仲泊、太田地区、車両等の高潮による

被害、そういう細かいものについては放送し

ておりませんが、各地域において暴風対策は

入念にするようにとのことで、そのようなか

たちでは暴風広報をして、５時頃まで昼間の

内は警戒巡視をして、その後は災害対応の活

動もやっております。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

防災計画につきましては、ただいま総務課

長、町長、それから消防長から回答をいただ

いていますが、やはり今後は、こういう経験

もしています、例もありますし東北の。明日

起こるかもわからないという気持ちでやって

いただきたいと思います。特に私は消防長に

聞いたのは、なんで20年前に経験して同じよ

うなことを繰り返すのかということなんで

す。あの場合は埋め立てもそうですし、兼城

の船揚場もそうですね。全く同じ被害なんで

す。車は流される、船はゆがむ、瓦礫は全部

流れてくる。こういう状況ですので、早めに

対策してほしいなと。

それと、川は氾濫とかなんとかいってます

が、果たしてこれが正しいのかどうか。高波

ですよね。ちょっと判断を誤らせるんじゃな

いかなと。川の氾濫であればイメージ的には

大雨なんですよ。そのへんもちゃんと言葉を

選んでほしいなということであります。

次に移ります。水力発電なんですが、平成

19年度には小水力発電事業化可能性調査とい

うことを行っているようなんですが、その中

で流量が安定しないなどのために実現の可能

性はないという結果が出ているわけですが、

先ほどの質問の中で申し上げました大保ダム

を見てきました。標高65ｍ、２千万トンと、

想像もできないような久米島では、ダムなん

です。あの高低差370キロ、あれば電力が発

電できるんです。我々が現在、久米島でつか
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っているのが約10キロ、15キロぐらいですか

ら。実は白瀬揚水場を工事するときに、この

パンフレットを見せたはずなんですよ。水力

発電の。15キロあれば可能ですということに

なってたんですが、高低差15ｍ、15キロじゃ

ない15ｍね。じゃあできるんじゃないかとい

うことになったときに、残念ながら県の方が

まだこれは採用段階なってませんよと。民間

からのパンフレットですから、見送った経緯

があります。

私は、この回答にもあるんですが、今の技

術ならば十分だと思います。温度差発電がパ

ソコンにつかえないとか、質が悪いとかいい

ますが、ポンプは渦巻きポンプになっている

んです。そんなに上等の電気必要ないんです

よ。回ればいいわけですから。それがダルク

で止まったって、ダルクで回せますから、次

にいい電気きたら回っていきます。ぜひ、こ

のへんのところ事業として模索してほしいな

と思いますので、よろしくお願いしたいと思

いますが、どうですか、この回答の中で、発

電可能性を再度調査する必要があると思いま

すので回答になっているんですが、されてい

るんじゃないですか。再度回答あれば助かり

ます。

○ 議長 山里昌輝

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

初答弁です。よろしくお願いします。

今、水力発電については、マイクロ発電、

小水力発電といろいろ規模があって有効落差

が３ｍ、水の量が毎秒0.73ｍ 3という、それ

以下でも発電可能なものが実際開発されてま

す。これについては、実際、久米島に持って

きて、久米島の環境でできるかどうか、その

企業にも打診して、そのへんの可能性は探り

たいというふうに思います。

あくまでも、農家の負担軽減とか、そうい

った、大きな目的をもって検討したいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

ぜひ、頑張って実現してほしいなと思いま

す。これは何も農家の負担軽減だけではない、

台風で停電になって、行政機能がマヒすると

いうことになれば、当然これからも利用でき

るわけです。全体的なこと考えて頑張ってく

ださい。お願いします。

新規ダムですが、なぜ今頃新規ダムという

質問かと思うんですが、この回答で、数多く

のため池等があり、有効活用することで水の

島をアピールすることができるんではないか

と考えています。

できるのではないかと考えているわけで、

実際はやってないよね。水というのは非常に

人の心を和ますんですよ。例えば、公園、公

園に噴水のない公園というのはないですよ。

久米島だけですよ。そこには必ず子供たちが

います。なぜいるかというと楽しいからです

よ。ふれあい公園、何もない、あるのはトイ

レの水だけ、そこに噴水とかつけて小さな魚

たちが泳げるようなせせらぎをつくれば利用

価値も、価値も上がります。今、パークゴル

フ場、普通のゴルフ場には池がありますよね、

名護の方で見たパークゴルフ場は、ちゃんと

した池もあるんですよ。じゃあ、この水どう

するんですかという話なんです。私は、水は

いくらあっても足りない。そして、現在久米

島で儀間ダムができたって水は足りないと思
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っています。有効に使うというんですが、水

の島をイメージし、アピールするためには、

私は絶対数足りないと思っていますので、し

かもこれが２年、３年でできるもんじゃない。

将来の久米島の子孫のためにこれは動いてほ

しいなと、働きかけてほしいなと思います。

それとこの中で、ちょっと気になる回答が

あるんですけど、「島の渓流がラムサール条

約に登録されていること」と書いてあるんで

すよ。プロジェクト推進ということで久米島

の地形を葉案しているのかなと思います。ラ

ムサール条約地域にはダムつくれるところな

いんです。場所、言わなくてもいいから、大

体、自分が考えてプロジェクト推進室はたぶ

ん山も好きでよく歩いて見ているから、あの

へんにありますよと。私は実は自分なりに行

ってます。場所を言ったら誤解されますので

言いませんがあるんです。これは決してラム

サール条約のところを言っているんじゃない

ということです。

今後の将来のために、久米島の将来のため

にダムは必要だと思いますので、そのへんの

回答をもう一度お願いします。

○ 議長 山里昌輝

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。久米島を

水の島としてアピールするためにどのような

方策があるかという部分で、現在、我々プロ

ジェクト推進室の方で、景観計画をつくって

おります。その中で、沖縄らしい風景とか、

いろいろ漠然とした表現なんですが、その中

で久米島らしい風景はどういうのがあるかと

いうのを、今年度から本格的に議論します。

その中で今、喜久里議員からご提案があっ

たような水辺環境を、久米島の一つの風景と

して、生かす方法もあるのではないかと思い

ます。

この景観計画策定するにあたっては、一般

の方々もメンバーに入れます。その中で、い

ろんな提案をしてもらって、そういった水辺

環境を構築していけるように頑張りたいと思

います。

そして、この回答の中で水源地の健全性を

示す上で、ラムサール条約登録地域の場所が

実際、そこに降って染みこんで渓流となって

流れてくる意味で、そういった回答をしてお

りますが、私が実際、こういった森の中を歩

いて、これも表面には見えないんですけど、

一つの水瓶じゃないかというようなイメージ

で回答しております。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

今の室長の回答でちょっと安心はしたんで

すけど、決してラムサール条約の地域ではな

いですから、そこにはかけてありませんので。

町長、再度お願いしたい。これはぜひ必要と

思っている、そういう新規のダムが必要と考

えるのであれば、今からでもちょっとずつ動

いていただいて、10年後に一つのダムができ

るようにやっていだきたいんですが、どうで

すか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

いいご提案がありました。久米島は周囲約

50㎞ですが、他からうらやまれるというのが

水が豊富ということは確かにあります。我々

も自然景観を守る、あるいは環境を守るとい
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うことは水を守るということにつながると思

います。水をアピールするということは、今、

おっしゃったとおり、非常に大事なことだと

思いますので、将来計画の中にもそういう部

分を取り入れていきたいというふうに考えま

す。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

４件ほど質問してまいりましたが、ほぼ期

待持てるような回答でございますので、ぜひ、

行政の皆さん頑張っていただきたいと思いま

す。

（喜久里猛議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで７番喜久里猛議員の一般質問を終わ

ります。

次に、８番幸地良雄議員。

（幸地良雄議員登壇）

○ ８番 幸地良雄議員

８番幸地です。私の方から２点ほど質問い

たします。まず、１点目です。町防災計画の

見直しはどうなっているかについて質問いた

します。

この件につきましては、お二人の議員から

質問がございまして、重複することもあると

思いますが、視点を変えて質問していきたい

と思います。

県では東日本大震災を受け、県内41市町村

のアンケート調査により、約８割に当たる34

自治体が津波対策など地域防災計画を見直す

ことが分かった。現行計画は地震や台風に重

点を置いた傾向があり、巨大津波が押し寄せ

てくる想定はされていない状況である。そこ

で、我が町も見直すことになっているが、ま

ず現行計画はどうなっているか。見直すに当

たり、想定してなかった新たな項目もあると

思うがどうか。さらに災害時における食料や

水の備蓄について、町も必要な分１％以内の

備蓄はしてあるといっているが、どの程度か

伺いたい。

次に久米島を薬草アイランドににしてはど

うか。久米島は薬草の宝庫だとよく言われる。

確かに、この草は何々に効く、この木の葉は

何に良く効くそうだなどと、山野に自生して

いる植物は、すべて薬草だらけである。しか

しながら、種類が多い割には余り利活用され

ていなければ、取り立てて大切にされていな

い現状である。

町長は花いっぱい運動を推進し、道路沿い

の花壇や空き地を耕し、花木や草花を植え、

島全体がみちがえるほど美しく変わった。こ

れは非常に良いことで、私は場所によっては

有用な薬草を植え、島を花と薬草で埋め尽く

してはどうかと考える。そして、薬草を利活

用することにより健康づくりと特産品開発に

つながる。特に奥武島は薬草の自生が多い、

奥武島を薬草園の拠点とし、バーデハウスと

連動させ、そこのレストランや食堂では薬草

を利用した料理を提供し、奥武島を健康アイ

ランドとして位置づけ、県内外に売り込んで

はどうか。そうすることにより、バーデハウ

スの利用も増えるのではないかと思う。そし

て、久米島全体を薬草アイランドと位置づけ、

観光誘客にもつながると思うが、町長の考え

を伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸
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８番幸地良雄議員の質問にお答えいたしま

す。町防災計画の見直しについて、現行の地

域防災計画では、津波の浸水予測は、最大で

高さ3.4mとなっております。東日本大震災を

教訓にすると、もっと大きな津波を想定する

必要があります。想定していなかった項目と

しては、津波で役場が避難する又は壊滅する

ことは想定しておりませんでしたので、その

対策も考えてお＜必要があります。

災害時の非常用食糧については、現在228

食分備蓄しています。

久米島を薬草アイランドにという件につき

ましては、確かに久米島には自生している薬

草が多くあると思います。薬草を利活用した

地域活性化については良いアイディアだと思

います。しかし、これを事業化していくため

には、基本的な調査研究が必要であり、薬草

の専門的な知識と経済的に効果があるかどう

か経営的な観点から検討していく必要がある

と思います。将来に向けては、薬草アイラン

ドとしての可能性があるかどうか、専門家や

関係者の意見も伺いながら参考にして検討し

ていきたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

現行の防災計画、津波による浸水予測が最

大で高さ3.4ｍ、もし、実際にこれに近い津

波が起こったとすると、久米島では大岳校区、

仲里校区、比屋定校区を除けば浸水してしま

うことになる。まず、この津波の最高の高さ

3.4ｍというのを想定した根拠はどうなって

いるか。

あるいはまた、県の出した平成７年度の調

査によるとマグネチュード7.8を想定した地

震による津波のハザードマップから出した数

字なのか、あるいは町独自で出した数字なの

か。いずれにしろこのことについては町民に

ほとんど知られていない現状である。もちろ

ん私自身も知っておりませんでした。実際、

防災業務に携わった者としては恥ずかしい思

いではあります。この防災計画はいつ見直さ

れたのか、お伺いしたい。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

本町の現在の地域防災計画で想定している

津波の大きさにつきましては、県が作成しま

した平成９年３月に沖縄県から出ました沖縄

県地震被害想定調査概要報告書と高潮につい

ては、沖縄県津波高潮被害想定調査、これは

平成19年に行われたものですが、この両報告

書をもとに作成されております。

それから地震の想定については、マグニチ

ュード8.0を想定しております。それから津

波については３パターン想定しておりまし

て、大きいのはマグニチュード８を想定して

おります。

この方から見ますと津波より高潮の方が危

険度は高いということになっておりまして、

浸水予測地域についても県の報告書を基に設

定されておます。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これから見直すということになっています

が、やはり地域防災計画については、地域は

その計画について、対策や対応について、他

対応の仕方については、みんなが共有してお
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かなくてはなりません。ただ、町で計画して

こうなっていますよと、町民がわからなけれ

ば無いのと同じなんです。何も意味がないわ

けなんです。

今回の東日本大震災で町民の防災意識がた

いへん変わったと思います。これまでは防災

訓練も何度か行われてきたが、単なる標準的

なマニュアル通りであり、まったく臨場感が

ありませんでした。のこのこ歩いていて、言

うとおりやればいいという、今回は国民全体

が災害の状況を詳しくテレビで見て、大きな

地震災害の恐ろしさを実感したんでしょう。

町長はこれまでの防災計画を基本的にどう見

直すか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

津波に関しては、これまで先ほどの答弁で

もやりましたが、一番危惧することは、町民

の意識の改革ということです。これに対して

は、町民自体が東日本大震災の後、防災に対

して関心を持っているということで、これは

我々が考えている以上に浸透していくという

ふうに思います。それに対する防災体制の見

直しについては、災害の予想される大きさ、

避難勧告、指示態勢の問題とか、あるいは経

路の問題とか、津波の避難する見直し、ある

いは避難場所の態勢、あるいはライフライン

の確保、あるいは二次避難場所というふうに

考えておりますが、これはまず、できるもの

から、とりあえずやって、何かあった場合に

対応できるように、見直していきたい。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

避難場所については、先ほどの質問の中に

も答弁がございましたけど、それにアクセス

ですね、今の道路はどの程度の耐震災でやら

れているか、今、専門家の調査では30年以内

に震度６が発生する確率は沖縄は24点何％と

出ていますね、大阪に次ぐ４番目の確率で地

震がくるんじゃないかということですので、

30年に１回来るということは明日かもわかり

ません。そういった場合に避難道路のマップ、

そしてほとんどの仲里一帯なると橋を渡って

いきます。川沿いですよね。今、つくってい

る橋がどの程度の震度に耐えられるか。昔は、

タイ原池が地震か大雨かわかりませんけど、

決壊したのが何度かあるそうですよ。それか

らすると震度６が、もし来た場合に、それに

耐えられる橋なのか、あるいは道路も耐えら

れる道路なのか、そういったところは調査さ

れているのか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

お答えします。道路そのものに対して耐震

という基準はないです。ただ橋梁に関しては

阪神以後に基準がつくられまして、阪神程度

の地震に耐えられるという基準でつくられて

います。久米島では奥武島の橋がその基準、

古い橋もその基準で耐震構造でつくっていま

す。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

警戒警報かかった場合に、避難しなさいと

来た場合には、山に行くまでには必ず橋があ

るわけです。川口から上がってくる集落から

上がっていく、すべて川沿いにあるわけです。
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あるいはいち早く、そこには大潮であれば、

津波が到達する可能性十分あるわけですよ

ね。そうした場合にせっかく避難しようとす

るときに、遮断されてしまえば何の意味もな

さないわけですね。それと津波が3.4の想定

をされているが、今後もその高さで想定され

るのか、あるいはそれ以上に設定するのか、

それによってハザードマップが変わってきま

す。そういったものは24年度に策定するとい

う答弁ございましたけど、やはりいつ起こる

かわからない、地震、津波というのは、いつ

でも避難態勢とれるようにということは、や

はり今できることは、すぐやって、やはりそ

のハザードマップで示して、この地域は浸水

しますよ、このあたりは大丈夫ということを

今の地図みればコンター入ってますからすぐ

できと思いますね。そういったものもやる必

要があるんじゃないかと思うんです。

先ほども答弁ありましたが、役場の重要な

書類の保管、あるいは資料等についても今の

高さでは、おそらく３ｍぐらいだと思うんで

す。そういったものも計画しているというこ

とよりも、すぐできるものをやっておかない

と、ああこれやっておけばとよかったと、そ

うならないように、やってほしいと思います。

それと備蓄、水と食糧、228名分というこ

とですが、これは１％以内ですから、やはり

人口の５％の３日分というふうに県の方では

だしていますけど、まだまだそれに達してな

いという状況にあります。

やはりそこに久米島離島には、そういった

孤立された場合には輸送経路が断たれます。

東日本震災にいたらないでも、やはり港は使

えない状態になるでしょう。そしたら空の方

からしかできないということになりますが、

それでも沖縄全体となるとまた時間がかかる

と、やはり言われているように３日分の備蓄

というのは、ぜひやらないといけないと思い

ますが、そういった計画についてはどう考え

てますか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

先ほどの橋の強度の問題につきましては、

今、建設課の方で町内の全橋梁を調査をいた

しております。その長寿命化、ある程度補強

して、橋の寿命を延ばしていくという計画を

策定中ですので、それに基づいて優先順位を

決めて取り組んでいきたいと考えています。

それから津波の浸水予測については、本格

的な見直しは県の見直しが終わって、県の防

災計画にあわせて見直ししていくということ

になります。それまで何をしなくていいのか

ということになると、そういうことではなく

て、ただいま提案があったようにとりあえず

暫定的にその浸水予測図を、例えば標高10ｍ

とするとか、何ｍとするというのは決まって

いませんが、例えば標高10ｍラインというよ

うなかたちで決めて、それを浸水予測図、等

高線で全部とって、そこまでは避難する必要

があますよというようなかたちで決めて、津

波に対する避難態勢を構築していきたいと考

えております。

それから非常用食糧ににつきましては、22

8食分しか、ごく微々たるものになっていま

すが、地域防災計画の中では、人口の20分の

1の３食の３日分ということになりますので、

合計で3千870食分くらい備蓄するようになっ

ているということで。まだまだ遠い数字であ

りますが、今回の補正で200万円分、防災対
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策の部分で非常用食糧も含めて、計上してあ

ります。

非常用食糧は基本的には５カ年しかもちま

せんので一気に全部揃えてしまうと１回で廃

棄しないといけないということになりますの

で、その3千870食分を５で割って5分の１ず

つを毎年揃えていって、毎年5分の１ずつ更

新していけるような態勢でもっていきたいと

考えおります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

備蓄のやり方についてもいろいろあるみた

いですね、流通業者と契約して備蓄して耐用

年数が来ない前に放出させるということを繰

り返しておけば全部廃棄するようなことはな

くてすむという方法もあるそうです。それと

保管場所ですね。役場において流されてしま

うと思うんですよね。そういったものも高台

の方に、今ある施設においてやっていく必要

があるんじゃないかと考えます。

それと先ほど、マニュアルとありましたが、

これ覚えていますよね、これは私が消防にい

るときに両村に配りましたが、年月日は書い

ていませんが、これはあくまでも標準的な基

本的なマニュアルだけなんです。

これから作成するんだったら、字ごとにや

って、避難経路もちゃんと示してやるという

ことが大事だと思います。完全に作成されな

いまでも、やはり今すぐできるものは簡単な

ものでもいいから作って、各家庭に配る必要

があるではないかと思います。

緊急を要するものは早めにやるということ

が一番肝心でありますので、災害というのは

いつなんどきやってくるかわかりません。明

日やってくるかわかりません。そういった気

構えで、みんながそういう危機感をもって、

いるということは大切だと思いますので、頑

張ってください。次、進みます。

薬草アイランドについて、すぐ利用しよう

ということではありません。現在、町が推進

している花いっぱい運動と同様に、花木を植

えるように空き地や栽培可能な地に、薬用植

物を植え、町民に関心を持たせることが大切

だと思います。

その前に、町長から答弁がありましたよう

に、調査研究は必要です。薬用植物も専門的

な知識を有する研究者等を招聘して、どの植

物をどの場所に、また、何が製造として、商

品として生かされるか、調べてもらうことが

大切です。そして講演会等を開催して、薬草

について、関心を持たせるようにすれば、町

民自ら利用することになり、利用者も増えて

いくと思います。

さらに利活用について、それは事業として

成り立つのではないかというアイディアもわ

いてくるんではないかと思います。

そして、実際に、３品目について、既に商

品化している業者もいます。例えば、ノニで

すね、ヤエヤマアオキといいます。これのジ

ュースにして、ノニの葉の茶、ノニのローシ

ョン、さらにはシモン茶、カズラの葉っぱで

すね、カズラの名前は忘れましたけど、シモ

ン餅、あるいはラー油等を製造して販売して

います。みんな個人個人が起業やっているの

で、まったく新しく事業起こすものではない

んです。実際に生業していることを皆さん調

査したことがあるのか、伺いたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。
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○ 産業振興課長 平良朝幸

薬草については調査したことはないんです

が、ノニが個人的に起業しているとか、シモ

ンいもを栽培して、それを商品化してやると

か、そしてクワンソウ、アキノワスレナグサ、

これも全薬の方で商品化していると。そうい

ったものを薬草としての活用はされている。

それ以外にやっているということは分かりま

せん。

可能性としてあるのがハマゴボウ、個人的

に栽培しているんですが、これも一つの商品

化には結びつけていくのではないかと思いま

す。全体的にはこれぐらいしか把握している

状況です。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

個人的にそういう人は、ほそぼそとやって

いるのは何名かいるわけですよね。そういっ

たものを行政が束ねて、今後どうした方がい

いかということをやることによって、彼らも

やっている方々も、じゃあ一緒にやりましょ

うというかたちになるわけです。ですからま

ったくできないわけじゃないです。もっとも

っと、積極的な検討をしてほしいと思います。

アイディアはいいんだけど、まだ、調査して

やらないとわからないということでは困ると

思うんです。実際にやっているわけですから。

ノニついては人気があるそうですよ。今、こ

ちらに持っているんですけど、こういったパ

ンフレットもつくってやっているわけです。

平成16年ですか、６月の定例議会で、奥武

島をハーブアイランド、薬草アイランドにし

たらどうかということを提案しました。その

ときにちょうどバーデハウスができて直で

す。やはりそれとセッティングすれば、ほん

との健康増進のためのバーデハウスですか

ら、ただ、お風呂入るだけじゃなくして、自

然にあるものを活用して、そこで料理できる

ものは料理して食べさせることによって、奥

武島は健康アイランドだ、健康にいいんだと

いうイメージを持たすことが大事じゃないか

と思うんです。そうすることによって久米島

全体が観光につながると。金かけないででき

るものは、そういったものは非常に小さい、

それだけのユニークさがないと、ただ大きな

事業入れて、地域を活性化するということじ

ゃなくして、できるものからやるということ

が一番大事じゃないかと思うんです。奥武島

にはノニが自生している、今でもかなりとっ

ているようです。そして今ノニの製品にして

いるのも、ほとんど自生物らしいです。かな

りの生産量で販売実績も大きいみたいです

よ、お互いが調査しないからわからないんで

あって、そういったものも調査してみること

が大切でありますので、特に今、奥武島の件

について、町長。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ただいま、幸地議員からの質問ですが、以

前は、海岸沿いに薬草が生えていました。ハ

マゴボウとか、長命草、いろいろなものが生

えていたということも覚えております。

最近、ノニについは事業化をしているとこ

ろもありますし、奥武島全体を薬草アイラン

ドして利用するのは高いと思いますが、我々

として実際ほんとに経済的な効果があるかど

うか、そこらへんまで、調査をするという。

民間でこういうこともやりたい、この薬草を
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つかって、こういうことをやりたり、いろい

ろな情熱を持ってやれる方がいれば、バック

アップできることもあります。ぜひ、そこら

へん踏まえて考えていきたいというふうに思

います。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

議員が一般質問に出すということは民間の

要望を聞いて、そして調査もして出すわけで

すから、実際やっている方と会いました。町

に要請したかと聞くとやっていない、何か遠

慮していると。そういうものを皆さんが行っ

て、どうですかというふうに聞いて、じゃあ、

みんなと一緒に、あれもそう言うているんだ

が、じゃあ、あんた一緒にやるか。そういっ

た調査も踏まえて、やはり計画立ててやらな

いと、一般から要請待ちでは地域の活性化は

図れないと思います。また、いいアイディア

も出てこないと思いますので、一つ、そうい

ったことを汲み取って、いかにすれば久米島

の活性化がはかれるかということを、早めに

話し合いして、検討だけじゃなくて、早め早

めにやって発展のためにやってほしいと思い

ます。以上提言して終わります。

（幸地良雄議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで８番幸地良雄議員の一般質問を終わ

ります。

次に、12番翁長学議員。

（翁長学議員登壇）

○ 12番 翁長学議員

12番翁長です。私は１点質問させていただ

きます。先ほどから震災関係の質問が出てい

ますが、私も震災関係の質問を行います。

東日本大震災の震災後の久米島の各産業の

影響について伺いたい。

(1)観光において震災前は、団体旅行、個

人旅行、プロ野球のキャンプ等があり、順調

と思われた。震災後はキャンセル等が相次ぎ、

入域客が落ち込んでいる。町として今後の観

光の誘致活動はどう取り組んでいくか伺いた

い。

(2)農業については、特に彼岸の菊栽培農

家が大きな被害を受けていると聞いている

が、町としてどういう対応をしていくか。

(3)漁業に関して影響がでているか。

(4)製造業に関して、販売不振等はでてい

ないか。また、雇用について影響が出ていな

いか。この４点を伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

12番翁長学議員のご質問にお答えいたしま

す。

①東北大震災後の観光客についてはＪＴＡ

の粟客率やリソートホテルなどの稼働率が20

～30％の落ち込みがあるということですので

関達事業所など地域全体で同じような数字で

落ち込んでいると思われます。今後の観光誘

客活動については、これまでと同様に観光協

会と連携しながら計画されている事業を効果

的に推進していきたいと考えてます。また、

今後はメデアを活用し、久米島の露出を多く

した観光ピーアールを積極的に取り組んでい

きたいと考えています。

②農業については、電照菊の価格暴落によ

る被害がありますが、このことについては、

県の支援対策事業と歩調を合わせながら必要
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な支援対策をしていきたいと考えています。

③漁業については、東京築地市場に出荷し

ている車エビが20～30％ほど取引量が落ち込

んでいるということです。その他の水産物に

ついては特に影響はでていません。

④製造業に関しては、飲料水の需用が高く

製造が追いつかないということを聞いていま

す。しかし、久米島紬や化粧品など全国展開

している企業については、ある程度、販売実

績が落ちているということを聞いています

が、雇用については特に影響は出ていないと

思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

再質問させていただきます。まず、観光に

関してなんですが、ＪＴＡやホテルが20～30

％落ち込んでいるということでありますが、

今までも観光は伸び悩んでいます。今までも

観光客を誘致するにあたって、今まで以上に

厳しい取り組みをしていかないと客は来ない

と思います。

23年度一般会計予算の中で観光費として、

観光対策推進事業助成金として1千万円、久

米島観光危機突破対策補助金として600万円

が計上されています。この中で、これまでと

違った観光の誘致、どのように考えているか、

観光協会の会長としての副町長の意見を伺い

たいと思います。

○ 議長 山里昌輝

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

ただいま議員から質問がありました回答な

んですが、昨年度は行政からの700万の補助

でもって、2010事業としていろんな事業を展

開してきました。例えば爬竜船の体験とか、

桜祭り、そしてウォーキング大会、様々な行

事を通して、県外にアピールしてきておりま

す。さっそく、今年についても600万円の補

助をいただいて、早速、13日より、名古屋へ

キャンペーンに出ております。名古屋、東京

と、それぞれのリゾートの支配人を含めて、

ＪＴＡの支店長あたりもふくめて最中であり

ます。

それから新たに事業化しようというユニバ

ーサルの関係の取り組みも検討中でありま

す。それもまた別途予算で今回の補正でも予

定していますが、対外的にいろんなかたちで

ピーアールして、何とか誘客につなげようと、

特にまた町長も含めて、佐賀県との交流も進

めています。修学旅行はこちらから送って、

また向こうからも呼び寄せるというような取

り組み等も考えています。

地震後には急激な落ち込みも事実でありま

すので、沖縄観光コンベンションビューロー

とも連携して、県の部長も若返って離島思い

の部長が誕生しておりますので、この平田部

長とも、この間も情報交換しましたが、いろ

んな連携を取り組みながら誘客につなげて実

績を伸ばそうということで検討しておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

去年、観光危機突破大会を開催しましたが

今年も予定しているんでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄
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突破大会の予定はございませんが、それに

担うような、いろんな事業展開を進めていく

ということで内部では調整しております。

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

いろいろ副町長の方から、これからの観光

のお客さんを誘致するためにいろいろなイベ

ントを開催して、観光協会としてもいろいろ

考えていると思いますので、20～30％の客が

落ち込んだということ、それを夏場に向けて、

そして秋の修学旅行、そして団体旅行あると

思いますが、それに向けて、今まで以上の力

を町として発揮し、各事業者がお客さんが多

く集まるように要望したいと思います。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午後 ２時00分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 ２時01分）

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

観光に関しては町の方も頑張っていくとい

うことですので、ぜひ、多くの皆さんが久米

島に来ることを皆さんで頑張っていただきた

いと思います。

続きまして２番目の農業についてなんです

が、農業においては彼岸の菊のときにもすご

い被害を受けました。新聞等でせっかくつく

った菊をスキ込んで全部処分したとありまし

たけど、久米島においてはすごい打撃は受け

ておりますか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

久米島においては本島に見られるような大

きな被害というか、そこまでは行ってないよ

うな感じがします。個人的には被害を避けて、

早めに出荷したという方もいますし、平均的

には被害はあるんですが、本島の産地みたい

な被害まではいってないような感じがしま

す。

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

菊に関しては新聞紙上で見る本島みたいに

スキ込む状態がなかったと、ある程度、農家

の皆さんは出荷できたということですので、

また、ＪＡ側も農家に関してはいろいろとタ

イアップして農家の支援をするということで

すので、町としても農家に対して支援するよ

うにお願いします。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午後 ２時04分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 ２時05分）

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

農業に関しても町として農家の皆さん生産

意欲をなくさないように後押し、観光、そし

て農業も後押ししてほしいと思います。

３番目に漁業についてなんですが、漁業に

関しては特に被害というか、打撃を受けてい

るのか、クルマエビと大消費地であります築

地の方が20～30％取引が落ち込んでいるとい

うことで、マグロとか、魚介類、魚関係に関

してはあまり被害がないということですか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

クルマエビ以外の他の魚介類については、
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被害は出てないという報告を受けています。

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

漁業に関してはクルマエビ以外はあまり被

害を受けてないということで安心しておりま

す。これも同様、観光、農業、漁業とそれも

町の方でしっかり対応していただきたいと思

います。

最後に製造業に関してなんですが、回答の

中でやや販売不振があるということですが、

特に震災当時、水が足りないということで、

ここでは飲料水、水を製造しているのが３カ

所ですか、それは好調と聞いておりますが、

この企業というか、水関係の企業はもう落ち

着いているんでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

水の製造業者とお会いしまして話を聞きま

したが、特に阿嘉の製造業者につきましては

震災前、700トン～800トンの生産、それが今

は1800、約２倍でまだ間に合わないという状

況が続いています。一頃よりは落ち着いたと

いうことを聞いておりますが、３つの業者に

ついては把握しておりませんので、阿嘉の業

者についてはそういうところです。

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

今、私が１番から４番まで質問しました件

に関して、町としても今後、力を入れて各起

業農家さんとか、バックアップするように期

待して私の質問を終わります。

（翁長学議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで12番翁長学議員の一般質問を終わり

ます。

休憩します。（午後 ２時10分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 ２時15分）

次に、４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

４番宇江原です。私は３点質問いたします。

第１は鳥島射爆撃場と温度差発電についてで

あります。

町長は2009年の9月定例会で鳥島射爆撃場

の問題について「政権が変わっても早期返還

を求める私の方針は変わらない。返還に向け

ての交渉の節目節目には、議会と相談しなが

ら進める」との答弁をしています。３カ年を

通して議会及び議員全員協議会でも、同様の

趣旨の答弁、説明をしています。ところが、

本年４月28日の沖縄タイムスには、すでに本

年の３月29日には「借地合意」と報道されま

した。町長は、その先にも後にも議会に対す

る相談・説明はなかった。私は次の４点につ

いて町長に伺います。

(1)町長が議会にウソをつき、議会を騙した

動機は何だったのでしょうか。

(2)町民総決起大会を開催しなかったのは、

議会や町民に対して、以前から借地合意の腹

を見せたくないという考えがあったからでは

ないでしょうか。

(3)水面下での取り引きがあったのではない

か。

(4)鳥島射爆撃場は海洋深層水利用による温

度差発電の障害になると思っていないでしょ

うか、伺います。

また、海洋深層水利用による温度差発電に
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ついて、町長の構想は一日の取水量13,000ト

ンの既存施設で段階的な実施ということです

が、私としては久米島町の電力全てを賄える

日量10万トン、100万トンの間違いのようで

すが、の施設を国に要求すべきだと考えてい

ます。この件については、昨年12月1日に、

私から菅直人首相に説明はいたしました。町

長の考えを伺います。

第２はコンクリート護岸の撤去とこれに伴

う潮害防備保安林等の植栽についてでありま

す。河川も含みます。

具体的なものとして、シンリ浜のコンクリ

の撤去と砂丘を盛り上げた潮害防備保安林の

グリーンベルトや山を造ったらどうでしょう

か。河川については、銭田川がＶ字型に石を

野面積みし、中間の踊り場も設置することで、

県南部農林土木事務所は概ね了解をしていま

す。これをさらに昔の銭田川に近づける工夫

を町として構想・構築されたらどうでしょう

か。

第３は町の人材育成についてであります。

町では個性豊かで創造性、国際性に富む活力

ある人材育成に取り組んでいるとのことです

が、経済格差と学校への予算措置のなさが学

力格差になっているのではないか。答弁お願

いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

４番宇江原総清議員の質問にお答えいたし

ます。

①今回、鳥島射爆撃場の新たな予約に同意

しましたが、早期返違を求める方針を放棄し

たものではございません。同意に当たって、

1番目に国が鳥島射爆撃場が早期に返還の目

処が立つよう米国との交渉に誠意をもって取

り組むことを求めています。

３月定例議会でも述べたとおり、鳥島射爆

撃場の早期返還を求める方針に変わりはな

く、返還を求める手法には予約を拒否して国

との全面対決をとる方法と県知事や軍転協と

連携して返還要請行動をとって、国と粘り強

く返還交渉を進めていく方法があると思いま

す。どの方法をとるのか総合的に判断して決

断することを申し上げました。結果として、

予約の同意をした上で県と軍転協と連携して

粘り強く国との返還交渉をしていく方法をと

りました。全議員に対する相談の時期を失し

たのは先ほど答弁したとおりでございます。

②町民総決起大会を開催しなかったのは、

効果的に実現できるかどうかタイミングの問

題であります。

③沖縄防衛局との交渉を経て、合意にいた

ったということです。

④海洋深層水利用との関連ですが、鳥島射

爆撃場の放射能検査は、科学技術庁と米軍に

より継続して調査が行われ異常がないこと、

海洋深層水研究所が開所して10年間、障害と

なるようなことがないことから、海洋温度差

発電には影響がないと考えております。

久米鳥町の全電力需要約１万ｋｗを賄うには

10万トンではなく100万トンの取水が必要で

す。発電プラントについては出力機能の段階

的な実証が必要だと言われていますので、施

設整備については国・県及び研究機関とも連

携を図りながら推進していきたいと考えてい

ます。

２つ目のコンクリート護岸の撤去とこれに

伴う潮害防備保安林等の植栽について、シン
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リ浜の護岸撤去については、昨年12月議会で

答弁したとおり、県においては補助金の交付

制度上、かなり厳しいとの見解を示しており

ます。次に銭田川の改修工事に伴う断面変更

の件ですが、同工事に於いては現在矢板工法

で進めておりますが、宇江原議員からの提案

を受け一部については近自然工法での検討が

なされつつあります。町としても今後地域の

意見に耳を傾けよりベストな整備に向けて県

と連携を図りながら進めてまいります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

４番宇江原議員の町の人材育成について答

弁いたします。

教育行政では、知・徳・体の学習により、

三拍子そろった人間形成を求め、社会人とし

てあらゆる分野でリーダーとなり得るよう子

ども達の育成を図っていますが、経済的な格

差等により、優れた人材の基礎となる学力が

二極化していることは否めません。

予算につきましては、学校に理解を求め、

経営に努めてもらっています。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

再質問をいたします。町長は鳥島射爆撃場

の早期返還を求める方針に変わりはないと答

弁していますが、私はその言葉自体で全くウ

ソで、国の補助金や補償金さえあれば鳥島を

国に売ろうとしているのではないかと思って

います。この私の確信は、ここ３年あまりで

14回、今回で15回におよぶ一般質問に対する

町長の答弁や議会活動から得たものでありま

す。

まず、2007年３月の定例議会で町長は賃貸

契約条件が納得できなければ契約できない

と。以来、14回同様の趣旨の答弁をしており

ます。そのことからして町長には賃貸料や補

償金等、金さえ多くもらえば、という考え方

が明らかであります。

また、2008年３月の定例会で久米島那覇間

の航空路、片道50㎞の縮減をした場合の航空

燃料費についても、合計で年間2千万円～2千

500万円縮減としつつも、鳥島射爆撃場が返

還されても、航空路が150㎞から100㎞とは限

らないと、住民利益よりも、米軍用語の発言

をしています。

ここで、町長に伺います。町長の言う納得

のいく賃貸料金とはいくらですか。また、納

得のいく賃貸契約条件であれば町民に不利益

を与えている航空運賃にも目をつむるのでし

ょうか。ということで伺います。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

１点目の納得いく賃貸条件ということです

が、これについては総合的に考えて判断しな

ければいけないと思っております。まずは、

防衛局にも申し上げたとおり、同訓練場が日

本国内で唯一航空機から爆撃訓練ができる訓

練場であるという利用価値や、あるいは同島

を町民、漁業及び観光等に利用した場合の利

用価値、あと、町民への生活障害、長年の訓

練により島が滅しつつある現状、そういった

ものを総合的に考えて、現在の賃貸料では納

得できないということで、これまでたびたび

防衛局に申し上げてきました。

それからもう１点、一番の同島の利害関係
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者である漁民の皆さんの考え方もございま

す。これまで漁民の皆さんの漁業補償がピー

ク時の平成14年度には1億2千900万円の漁業

補償があったわけですが、これが平成21年度

においてはピーク時の４割弱にまで減ってき

ているという現実があって、これまで漁協の

皆さんも早期返還を求めるという運動をして

きています。

最近になって、防衛局がどういったご説明

をしたか、十分には把握してはおりませんが、

宇江原議員もある程度変化は感じ取っている

かと思いますが、漁民の皆さんの考え方も若

干変わってきております。

具体的な金額はいくらなら納得できる、い

くらなら納得できないということは簡単には

申し上げることはできませんが、基本的には、

そこらあたりの考え方からスタートをいたし

ております。

それからこれまで賃貸料の問題については

いろいろ交渉やってきてはおりますが、日本

全国一律のルールでもって計算する仕組みに

なっておりまして、鳥島射爆撃場だけを特別

扱いにするというやり方は非常に難しい。困

難であるということがわかってきました。

その変わりどうするのか、それができない

のならどうするのかということで、悩みなが

らこれまでいろいろ取り組んできたわけで

す。そういうことで一番いいのは返してもら

うことだと、返して我々がいろいろな漁業や

観光で有効に使った方がまだいいということ

で、その方針を変えるものではないと、それ

が本心でないと言われれば、それまでなんで

すが、それがご理解いただけないのは残念で

ございます。

これについては文書でもっても重々申し上

げておりますし、軍転協の要請でも、これま

でも何回も継続して要請活動をやってきてお

ります。

その結果、返還交渉のテーブルに乗るよう

になってきたということです。それから軍転

協に対する国からの回答の中には返還という

文字は一言も入っておりませんでしたが、今

回、町から求めた要望に対する回答の中では

返還を含め取り組んでいきますという言葉も

とっております。

そういうことで返還という基本方針を変え

たのではないということについては、ぜひ、

ご理解いただきたいと思っています。

それをどのように実現していくかというこ

とについては、先ほどもお話申し上げたとお

り、沖縄県も米国に職員を派遣して、いろん

な軍事情報関係を関係議員と接触してあるい

は政府の職員と接触していますので、そこら

あたりの点についての連携、それを重視して、

返還に向けては取り組んでいきたいと考えて

おります。

それから航空運賃の件につきましては、以

前も宇江原議員からご指摘がございました。

これは鳥島射爆撃場ではなくて、久米島射爆

撃場と入砂の射爆撃場の訓練区域、制限区域

がある関係で南側に大きく迂回して、航測距

離が150㎞になっているということをお話い

たしました。久米島射爆撃場と入砂射爆撃場

が返還されれば、もしかしてある程度の飛行

コースの短縮が実現できる可能性はあると思

っています。

鳥島射爆撃場については、制限区域、これ

は5.5㎞ぐらいの半径ですので、飛行機の離

発着の分には影響はないということを聞いて

おります。
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今後、久米島射爆撃場の返還が可能かとい

うことについては、実際、入砂と久米島は一

体的になっていますので、久米島町だけでは

非常に難しいところがあると思います。入砂

も渡名喜村も一緒になってやらないと、久米

島射爆撃場については返還は難しいのではな

いかと考えております。

そういうことで航空運賃の問題について

も、今後ともどういう影響があるのかについ

て情報収集に努めて、また研究もしていきた

いと思います。以上です。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

町長は賃貸契約条件が納得できなければ契

約できないと、そういう文言を何回となく言

ってまいりました。それで私は平成21年の６

月に、沖縄防衛局に行って、前にも質問しま

したが、文書回答を得ています。要は、先ほ

ど総務課長が言われたように不動産鑑定士意

見を求めて、こういう意見価格を基に賃貸料

を算定支払いしているということですから、

町長がいくら要求しても賃貸料は上がるわけ

じゃないですよ。それを繰り返し繰り返し言

ってきたということは、ほんとに我々議員を

愚弄したと、そういう言いようがないわけで

すね。しかもこの根拠というのは駐留軍の要

に供する土地等の損失補償等要項ということ

で、そういったものに定められているわけで

す。従って賃貸料が納得できれば云々という

のは最初からあたってないわけです。それを

言葉として繰り返すことに、私は違和感を感

ずるということであります。

次に、町長は鳥島射爆撃場の早期返還を求

める方針に変わりはない。交渉の節目には議

会にも相談をすると答弁しながらも、３年間

もその内容を議会に相談をしてなかった。私

はこの町長の発言にずっと疑問を持ち続けて

きました。ですから３年間、本件の質問をず

っとやってきたわけです。案の定というか、

必然的に今年３月29日には議会に相談もせ

ず、秘密裏に鳥島射爆撃場借地合意、すなわ

ち予約の同意、調印を国、沖縄防衛局と行っ

たということであります。この件については

翌月の４月28日になって初めて沖縄タイムス

の報道で知ったわけであります。これがまさ

に寝耳に水、青天の霹靂であったということ

を指して言っているのではないでしょうか。

町長は２月16日に北澤防衛大臣と面談した

としています。議会の定例会は、その後の３

月10日です。そこで伺います。その面談内容

は何だったんですか。なぜ、議会開催までに

日にちがあるのに議会への報告、相談をしな

かったんですか、それを伺います。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまのご質問にお答えします。２月17

日の沖縄タイムスの朝刊に町長が防衛省と射

爆撃場の件で協議の場を設置することで合意

したという報道が載っておりました。これは

あくまでも協議の場を設置するということで

合意したものであって、中身がどうのこうの

というのは全く決まっていない状態でありま

す。その協議によって、これは町長、副町長、

議長、副議長を交えて協議するということで

決まったわけですが、その協議の方法が決ま

った段階で説明すべきだったと思って、今、

非常に反省をしております。決して議会を軽

視したとか、そういうことではなくて、その
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タイミングを失してしまったということで、

協議が決まった段階で説明すべきだというこ

とで、非常に申し訳なかったと思っています

が、その時点では何も決まっている状態では

なかったということです。

どういう方法で協議していくかということ

ですから、その後、中身の部分はどうしよう

かということで、頻繁にやりとりが続いてき

ております。そういうことでございます。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

３カ年前から、私は皆さん方に対して、疑

問をもってずっと鳥島射爆撃場の件を取り上

げて質問をしてまいりました。その時も疑い

をもって言っているわけです。皆さん方は交

渉をこの契約をするんじゃないか、予約も３

年間あるのに、どうしようか、こうしようか

というような議会とのフラット化もぜんぜん

ない、報告、連絡、相談がそういった場の要

なんです。それがまったくなかった。そして、

今度は硫黄鳥島の移転訓練発言についてであ

りますが、北澤防衛大臣との振興策、この取

引がそのときになかったのかどうか。つまり

水面下における取引ではなかったかというこ

とです。これがあったかどうか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

北澤防衛大臣から硫黄鳥島へ鳥島射爆撃場

を移転する旨の発言が出たというのは、寝耳

に水の話です。まったくそういう事実はござ

いません。それで我々も経緯を説明してくれ

ということで防衛局へ抗議行ってまいりまし

た。そして県、当時政策会議に参加した職員

に問い合わせたら、鳥島射爆撃場の移転に関

して、どこか無人島がないかという、九州以

南の無人島を探している中で、ぱっと大臣が

硫黄鳥島という具体的な名前を出したという

経緯だったそうです。これについては我々は

まったく寝耳に水の話だったということをご

理解していただきたい。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

私は町長の今の発言についても、これまで

の経緯からしてまったく信用しておりませ

ん。ただ、言い続けはします。

５月23日の沖縄政策協議会において北澤防

衛大臣が発言した鳥島射爆撃場の硫黄鳥島へ

の移転訓練についての発言は、福島原発事件

での放射能汚染範囲が風向きや地形で変わる

こと。福島原発の300㎞先の神奈川県足利市

において、この放射線物質が飛散し、茶畑が

汚染されたことなどがあったわけです。私は

それが北澤発言の動機だと思っています。ま

た、そう考えるのが筋だと思っています。翻

って、我が久米島の状況を見ますと鳥島射爆

撃場から久米島本島まで28㎞ですよ。このこ

とはこれまで久米島に投棄された劣化ウラン

弾は500キロとか、250キロ爆弾が打ち込まれ

たことによって放射線物質が久米島本島まで

飛散することは可能だと、容易に推察できま

す。そのことが相まっての北澤発言だと私は

思っています。

そこで町長に伺います。町長はこれまでも

放射性物質の潜在的環境汚染はないと考えて

いますか。また、これからも潜在的環境汚染

はないと考えていますか。これは町長に伺い

ます。
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○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

鳥島射爆撃場に劣化ウラン弾が打ち込まれ

て長いことになりますが、その間、放射能汚

染ということで科学技術庁と防衛庁がそこを

回遊している魚、あるいは貝類を採って検査

をしているわけです。毎年１回は検査してい

る。それで汚染はないという判断です。我々

は実際行って測ったことはございませんが、

国と防衛庁のデータを信じるしかないと思い

ます。これからもデータを見てみないとわか

らないんですが、データの内容、放射能の汚

染物質が出てくるということは私はないとい

うふうに考えています。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

私は2009年の３月の定例会でも、鳥島射爆

撃場の劣化ウラン弾に関して、13年前の沖縄

タイムス紙に当時琉大教授の矢ヶ崎克馬氏が

半減期45億年、無害は気休めとした談話や近

年登載されましたブログを皆さん方に紹介し

ております。また、イタリア政府が劣化ウラ

ン弾と元兵士の因果関係を認めて、約1千700

名の元兵士に、補償として35億円の予算を計

上したという報道も、この議会で紹介いたし

ました。

それでも私は町長から風評被害との誹りを

受けましたが、久米島町民や子孫に対し、こ

のような負の遺産を引き継ぎたくない一心か

らであります。

潜在的環境汚染が推測される問題を主体性

でもって、国に解決させる、そのための鳥島

射爆撃場の早期返還を訴え続けているわけで

あります。

さらに2010年８月26日の沖縄タイムスに嘉

手納弾薬庫に劣化ウラン弾保管を容認してい

ることを国は軍転協の会長、仲井間県知事に

文書で回答したと報道しております。

この報道よりも１カ年前の同紙に沖縄の嘉

手納基地に40万発貯蔵されていることを韓国

出身のフォトジャーナリスト、イ・ウー氏が

告発していることを紹介していました。

このことが嘉手納弾薬庫に大量の劣化ウラ

ン弾が貯蔵されているということを証明され

たわけです。

このような状況の中で今回の借地合意は米

軍に劣化ウラン弾、クラスター爆弾、あるい

は爆弾をさらに打ち込む機会を与えたと、私

は思っています。

そして、今年、３月29日、沖縄防衛局と予

約の調印をしましたのは、これからの久米島

に大変な罪を残したと私は思っています。町

長コメントがあればお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

劣化ウラン弾の問題につきましては、これ

までも何回かご説明申し上げたとおり、その

事故があってから５年間については鳥島射爆

撃場の島自体と、あと久米島全域の海水や海

草、魚介類について、科学技術庁による継続

した調査が行われております。

その結果、放射能のレベルについては健康

に及ぼす影響はないというような結論は出て

おりますが、両村とも信用できないと、全町

民の健康診断を求めるということで、いろん

な要請活動をやってきましたが、残念ながら

全町民の健康診断については国の方に受け入
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れてもらうことができませんでした。

ただ、その後も年に１回、米軍による不発

弾の処理に合わせて放射能測定器を携行して

やっているという報告を受けています。

現在も年１回なんですが、科学技術庁によ

る放射能調査が島内で行われて、その結果の

報告がきております。

当初の５カ年のように細かい調査ではござ

いませんが、何カ所か調査をして報告を受け

ているということであります。

あと、劣化ウラン弾の環境問題に関する久

米島町民の危機についても、軍転協の要請の

たびごとに国の方にはお伝えしております。

嘉手納弾薬庫に保管されている劣化ウラン

弾が現在でも使われているのではないかとい

うご指摘については、現在、国の方の回答と

しては鳥島射爆撃場における誤射事件を契機

にかかる誤使用再発防止のため、在日米軍の

内部規則を改定し、我が国の訓練場において

劣化ウラン弾の使用が禁止されていることを

明確に記載する措置を講じたという報告を受

けております。

それをまともに受けるのかどうかという問

題になるわけですが、一定の措置は講じられ

たと理解しています。

今回の福島の原発事故を含めた大気汚染の

放射能の状態を監視することも含めて町独自

で放射能の測定ができるかどうかということ

についても、天候によってはあるんだろうと

は思っています。

どのくらい放射能の測定が金がかかってど

の程度の技術が必要なのかということは勉強

してみたいと考えています。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

先ほど劣化ウラン弾の潜在的汚染について

の調査に関することですが、これは米軍や科

学技術庁の方で、合同で調査したということ

ですが、身内が身内を調査してどうしますか。

やはり公正な機関でもって調査すべきだった

と考えています。この件については今からで

も遅くありません。元琉大の教授である矢ヶ

崎克馬先生とか、あるいは各政党で推薦した

人たちをチームとして構成して、それで調べ

るのが当たり前の話じゃないですか。

今、福島原発において、国とか、東電とか、

そして官僚が天下っている機関とか、そうい

ったものが福島原発の被災の実際の状況は全

部伏せて、肝心なところを伏せた、こういう

ことだったんだけれどもＩＡＥＡが査察しま

すと、査察に来たとたん、ひっくり返って全

部公表したわけです。そういうようなまやか

しの調査ではいかんですよと。これは前にも

忠告したはずです。身内が身内を調査したら

ウソの結果が出るのは当たり前の話じゃない

ですか、安全だというのは当然の話です。こ

れからはみんなの目に見えるようなかたちで

交渉をする。あるいは調査をする。そういう

姿勢で臨んでほしいと思います。これは簡単

なことなんです。長たるものが、その姿勢を

示せばいいんです。そういう信念でもって対

応すれば、道は開けると思います。そういう

ようなことで、ぜひ今後、公正な、あるいは

納得のいく調査をお願いしたい。

次に、鳥島射爆撃場の早期返還の町民総決

起大会についてでありますが、町長はこれま

で関係者の意見を聞いて、効果的なタイミン

グで検討と、数年繰り返し答弁しつつも、伊

江島の阿波根昌鴻さんみたいに、首長として
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旗振りはしませんと言ったりしています。

私はこれまで、たとえ国が強制収用に着手

をしても米軍普天間問題と絡めて、総決起大

会を開催して、それを訴えるべきだと、この

場においても主張してきました。

国の強制収用の手段があったとしても国民

や世界に、この鳥島射爆撃場の現状、米軍の

蛮行行為、これが全部明らかになるわけです。

そういうような鳥島問題をクローズアップさ

せるチャンスであったのに、町長はそれを潰

したわけです。

それが３月29日の町長の借地合意によって

打ち切られたということは残念であります。

そこで町長にお伺いします。鳥島射爆撃場の

返還に向けての町民総決起大会をこれから開

催する意志はあるのかということを伺いま

す。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

何度も申し上げましたとおり、鳥島射爆撃

場と久米島射爆撃場の早期返還を求める目的

はこれは当初から持っていることでありまし

て、ただそこに行き着くまでの手法というの

はそれぞれ皆さんも考えがあると思います。

ただ、私としては一番早く返還できる方法は

何かということで選択したわけです。住民総

決起大会もその前に必ずそういうタイミング

は回ってきます。そういうタイミングが来た

ときに、先頭に立ってやりたいというふうに

考えています。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

町長詐欺師になっていませんか、３年間で

すよ、予約期があった。３年間ずっと私はこ

のことを言い続けてきました。ところがやる

やるといってやらなかった。これは詐欺では

ありませんか。そういうような姿勢がおかし

いと言っているんですよ。住民を騙したとい

うことになるわけです。そういうかたちでぜ

ひ、町民総決起大会を開催していただきたい。

早めにということですね。

それから私は振興策を皆さん方、沖縄防衛

局との会談のときなどに、振興策も話し合っ

たということで聞いておりますけど、まさに

それが水面下での取り引きじゃなかったです

か。その結果も知らせなかった。なぜかとい

うこと。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

沖縄防衛局との協議の場につきましては、

事前にそのスケジュールは公開されていま

す。会議そのものも非公開の設定はいたして

おません。それからあと、情報管理について

は、町側が総務課長、防衛局側が広報室とい

うようなかたちで情報の管理については、あ

る程度の管理はいたしておりますが、それが

水面下で見えないようなかたちで細かい交渉

をしたということではございません。

振興策については振興策を、これこれやり

ますからどうしますよということになると、

これまた非常に批判を受けるわけでございま

す。振興する仕組みを合意したということで

す。これは３つの要件を出しました。１つは

早期返還に向けて取り組むということ。２つ

目に硫黄鳥島射爆撃場の現状を毎年報告する

ということ。３つ目が久米島町の将来的な振

興に積極的に取り組むと。この３つの条件を
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出して、それぞれ、それなりの回答をいただ

いたわけです。

それがほんとに実施できているのかどう

か、それを検証する場、協議していく場を毎

年設置して、それぞれこの３つの項目に取り

組んでいきましょうという、協議の場を設け

る、意見交換会を設けるということで合意し

ていますので、その場を通して、今後、国の

出方、動きを見守って町の振興についてもし

っかりと取り組んでいきたいと考えていま

す。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

総務課長、言葉をもて遊んだらだめなんで

すよ。交渉の相手方に振興策の話、言葉が出

たとたん、それはもう取り引きというかたち

を受けているわけです。私は町長が言われる

苦渋の選択とか、言葉で自分の逃げ道をつく

っていますが、天は町長の行動を見ていると

思いますよ。私は政治行政を担っているもの

は、信念を持つべきだと思っています。そう

いうようなことで、ぜひ進んでいただきたい

と思っております。

鳥島問題については、まだまだいろいろた

いへんな資料も私持っています。こういうよ

うなものを解決するためには、国と喧嘩して

してでも早期返還を、実現をしなければなら

ないわけです。そういう足取りさえ見えてな

いということです。

次に、コンクリート護岸の撤去とこれに伴

う潮害防備保安林等の植栽についてでありま

すが、今回の台風２号によって100ｍのコン

クリート護岸が決壊しています。それを機会

に大田鳥島等も、海岸河川護岸の改修を大々

的に見直したらよいと思います。銭田川の改

修については建設課の積極的な行動が関係者

との巡り合わせをよび、よりいい方向に向か

っていると思います。また、謝名堂川の改修

工事の話についても出ているようですが、こ

れは早急に実現を願いたい。なぜかというと

６月１日の大雨のときに、謝名堂川下流がキ

ビ畑、それからヤード、これだいぶ冠水して

いました。それからすると予想外の大雨にな

った場合には、そこら一帯の住宅が全部浸水

ですよ。そういうようなことと、豊穣な海を

つくるためには山、川というかたちとしての

自然に戻すことが大事だと思います。

それについては町長と同じ考え方ですが、

ぜひ、県の河川課へ対応していただきたいと

思います。

３点目の再質問ですが、教育長は経済的な

格差等により、学力が２極化しているとして

いますが、小学校の漢字検定を２回目以降も

全額補助をしていただきたい。中学校も漢字

数学、英語検定の補助、これも全額できるよ

うにお願いをしたい。経済的に厳しい家庭の

子供たちは、こういった補助が打ち切られる

と受験しなくなります。子供たちに諦めない

ことを身につけさせるために、ぜひ、実行し

ていただきたいと思います。教育長、課長で

もいいです。答弁願います。

○ 議長 山里昌輝

田端智教育課長。

○ 教育課長 田端智

英検、漢検の補助につきましては、回数も

増やしてきている状況で、今後も今までの効

果を精査しながら継続していく考えですの

で、補助をなくすという考えは今の時点であ

りません、継続していきます。
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○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

全額補助を、２回目は補助はなしとかいう

ようなことの制度でありますが、子供たちが

やる気を起こさせる。諦めないことも身につ

けさせるためには、また受けろよと激励する

のが、これも教育だと思っています。ぜひ、

実現していただきたいと考えています。

学校関係の予算は、3億3千12万6千円で、

町全体予算の4.8％であります。私はかなり

少ないなと思っていますけど、いずれかはそ

ういったものは町の予算全体をみんなで精査

してフィンランドとかの教育にまで水準を引

き上げろとは言いませんけど、そういった底

辺にいる、あるいは経済的に豊かでない家庭

の子供たちを底上げを、補助をして、あるい

は予算措置をして教育の向上に努めてもらえ

ればなということでお願いします。教育長お

願いします。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

教育予算につきましては平成21年度が８

％、そして22年度が8.3％、23年度が7.8％と

いうことではございますが、これが教育分野

の予算として多いのか少ないのかまだ検証は

しておりませんが、ただできますのは、町全

体の歳入として、交付税が52％入っておりま

す。その交付税の算定となる学校運営の経常

経費というのがございますが、そのへんがど

のくらいの比率を占めているのか、それから

すれば教育委員会の予算がどうかというのも

検証できますので、そこらへんも財政課の方

と少し調整を図っていくところがございま

す。

先ほど、検定の話がありましたが、要は子

供たちに目的をどういうふうに持たすのか、

それが一番重要だと思いますので、子供たち

が目的をもって学習し、そして自分の能力を

高めるということがございますので、漢字検

定、数検、そういったいろんなかたちの島外

への活動もございますので、それも積極的に

支援していきたいと考えています。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

あと、１分残しておりますが、これで私の

質問を終わらせていただきます。

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで４番宇江原総清議員の一般質問を終

わります。

13番平良義徳議員。

（平良義徳議員登壇）

○ 13番 平良義徳議員

平良です。１点だけ質問いたします。人口

の減少について、本町では毎年人口の減少が

続いており、この1年間で100人余、約50世帯

の減少となっています。５月現在8千574人、

このまま続けば５年後には7千人までに減る

試算となります。今後の大きな課題でもある

次の(1)(2)(3)について、町長の見解を伺い

たい。

(1)人口減少の大きな要因は何なのか。

(2)人口減少を阻止する方策として、どの

ようなものをもっているか。

(3)人口を増やす。これ以上減少させない。

という取り組みは行っているか。この3点を

具体的に説明していただきたいと思います。
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○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

13番平良義徳議員の質問にお答えいたしま

す。

①人口減少の要因ですが、人口減少の要因

として出生数減少などの自然減や雇用の場の

不足、高校、大学進学などによる若年層の流

出などが上げられます。

②人口減少を阻止する方策につきまして

は、生みやすい環境づくりとして町独自の出

産助成金の交付などを行っています。

③人口流出を止め、増加させるには、第１

に雇用の場の確保、次に教育、福祉などの子

育て環境充実を図る必要があると考えており

ます。まずは雇用の場の確保が重要であると

考え、観光などの入域者数(交流人口)の増や

町の自然資源である海洋深層水の複合利用を

推進した企業の誘致や関連産業の活性化を図

りたいと考えています。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

出生減少、雇用不足、若者の流出等の答弁

がありましたが、まず、出生減少、少子高齢

社会においていえば時代の流れによるものと

考えられています。それから雇用不足、これ

も全国的なものだと思います。それから若者

の流出について、この３点をもう少し詳しく

説明していただきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの平良議員の質問にお答えしま

す。人口減少といいましても自然減や雇用の

場の不足とか、いろいろな要因が絡んで総合

的にいろんな施策を連携しながらでないとそ

の歯止めがかからないというのが現状であり

ます。久米島町においては、出生数と死亡数

が合併後平成16年度からずっと死亡の方が上

回っています。そのあたりも逆転しています

し、あと、人口流出の大きな年代といいます

か、15歳以上、25歳以下の若年層の人口流出

が一番大きくなっています。いろいろ分析等

も細かい方法で具体的に取り組んでないのが

現状で、ただ、町の総合計画の中で将来の島

のあり方とか、まちづくりをどうするかとい

う議論をしているんですが、人口減少という

のが一番今後取り組むべき問題じゃないかと

いうふうに考えています。

これからの久米島町の人口推移、どのくら

い未来が読めているかということ、まちの将

来の見通し、今から打つべき手を考えて取り

組むというような、それを先取りするような

感覚で取り組む必要があるかと思います。

平良議員が質問していることは、これから

町の将来について、たいへん重要なことだと

考えています。細かいデータの分析等、これ

から取り組むべき重要課題だというふうに思

っていますので、質問内容に具体的にお答え

できない部分があるんですが、各部署、連携

して、どのように取り組んでいくか真剣に考

えていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

いろいろな要因はあると思いますが、自然

減というのは好ましくないですね。出生減に
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ついて間接的にいいますと、一つの案を考え

てみました。まず、島の若者の独身者も多い

ようですが、町としての男女コミュニケーシ

ョンの場づくりの推進、そういったことは考

えているのか。

それから町長の努力によって、減が増にな

るかもしれません。そのへんは期待したいと

思います。真剣に考え、それから異性問題に

関しては個人的な自由の権利等もありますの

で、町が主体となってアドバイスぐらいはで

きると思いますので、そのへんは考えていた

だきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午後 ３時15分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 ３時16分）

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

雇用不足についてお願いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

実は久米島町については、周辺離島に比べ

て雇用不足でもありません。ただ、若者が魅

力ある雇用の場がないというだけの話です。

例えばの話ですけれど、サービス部門に関し

てまったく応募がないという現状です。仕事

はあります。それを本土とか、沖縄本島から

若い人たちが来ているという現状、これは我

々はしっかり把握しておかないといかんと思

います。農業の後継者につきましては、和牛

組合、畜産の部については、後継者というの

は出てきています。それから漁業についても

若者が後継者として、ぞくぞくと参入してき

ている現状があります。ただ、農業について

は、残念ながら現在のところ、若い人たちが

後継者として頑張っている一般の畑作、畜産

以外の、これについては残念ながらまだサト

ウキビにしろ、野菜にしろ、そういう部分に

関しては後継者ができてないという状況があ

ります。

今回、海洋深層水関連で、冷熱を利用して

農業部門に出そうというのは、我々はそうい

う若者が何とか、しゃれた農業ができないか、

言葉はおかしいんですが、若者ができるよう

な、センスのある農業ができないかというこ

とで、これもまたいろいろ取り組んでいきた

いと思います。

これも今回、深層水の冷熱を利用して出さ

れたホウウレンソウ、今頃ホウレンソウがで

きていたんです。これは深層水の施設をつか

って、民間の何名かの皆さんがホウレンソウ

をつくってみようとやっています。25日で出

荷できます。ということは、こういう部門に

こそ、若い者が出てきて、後継者ができるん

じゃないかと思っています。

我々が重点的に行うのは雇用の場はあるん

だが、魅力ある雇用の場を何とか増やしたい

というのが現状です。実際に、ホテルとか飲

食店などは、結構、募集はあるんですが、な

かなか集まらないという現状もあります。人

口減少の件はいろいろお話ありましたが、原

因は若い人たちが魅力ある雇用という場がな

いというのが現状じゃないかと思います。

今、久米島町で一番問題になっている50代、

60代の人口ピラミッドですけど、いびつなん

ですね、独身が多いということも社会的な問

題があります。50代、60代の独身男性が多い、

女性が少ないということもあります。総合的

に考えて、これから人口、増加させるために



- 62 -

どうするかいうのは大きな課題であります。

まずは、産業の活性化に邁進していきたい

というふうに考えます。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

雇用については、雇用不足は大きな影響を

与えるようです。国民の三大義務、就労、教

育、納税、その点にも矛盾点か出てくるんで

す。就労義務であって仕事がない。しかし納

税しろといっても税金を支払うのは難しい、

そのへんの矛盾点も出てくるし、そのへんを

解消するためには２つだけ質問して、そうす

れば問題策が見えてくると思います。まずは、

財源となるものの納税率はいかほどか。

それから、新成人を迎えるといろんな義務

が出てきます。二十歳からですね、60歳を迎

えると定年、その間の就労率はどのくらいか、

そのへんデータを説明していただけますか。

○ 議長 山里昌輝

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

今、徴収率という質問なんですけど、資料

が手元にありませんので、去年で87％台、今

年に限っては89％に届こうとしております。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

60歳から65歳の就労率につきましては、現

在手元に資料がございませんので、人口統計、

あるいは国勢調査の資料の基礎数値の部分を

出してこないと出てこない数値でございます

ので、明日までに探して資料の提供をしたい

と思っています。よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

そのパーセンテージがわかれば裏付けとい

いますか、問題策が見えてくるんですが、な

いということで、後で資料お願いします。

次に、若者の流出について、具体的にまた、

先ほどの若者の流出。

○ 議長 山里昌輝

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

流出の部分なんですが、住基台帳ですとか、

電算関係のデータでしか把握してないんです

が、先ほども答弁したんですが、高校進学、

本島の高等学校に進学する子供たち、そして

高校卒業後は大学がありませんので、大学へ

の進学プラス就職ということで、10代後半の

皆さんの流出が約20％ぐらい占めているデー

タが出ております。以上です。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

高校、大学、専門学校へと、島外への進学

は増えてきていますが、何らかの資格をとっ

て島へ戻って仕事につきたいと、こういった

いろんな話は聞かれます。また、雇用が出て

きますが、雇用の整備はしっかりとしていた

だきたいと思います。久米島高校は存続して

ほしいという、こういった地域住民の要望も

ある中、ある半面、子供たちを島外の方へ進

学させたいという、これも矛盾点が出てきて、

雇用については後でまた、町長にも伺います

が、最後にですね、教育行政の立場からどう

いうこういった、島外進学が多いのか話して

いただきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝
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比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

小学校から中学、そして高校まで各学年平

均して90名ぐらいおります。今の小学校6年

生が78名ということで一番少ない数字なんで

すが、それを除いては大体85名から90名前後

の各学年に子供たちがおります。そうした中

におきまして、去った３月においても、その

ときは107名の中学３年生、３中学校の卒業

生が107名いたわけですが、その内の約30％

ぐらい、30名ぐらいが沖縄本島、進学、そし

てスポーツ、自分の希望する夢、目的をもっ

て沖縄本島に進学し、久米島高校に入ったの

が76名だと思います。

そういうことにおきまして、やはり私たち

もそうだったんですが、ずっと久米島に住ん

でいて、島から出たいという、離島の子供た

ちの願望でもあります。これをいかに島の良

さ、島で生涯を生きることにおいての島の良

さを見つめ直すというのが、私たちの課題で

もあるんですが、やはり今の子供たち、親の

考えもそうなんですが、島に残す前提での子

供たちの教育、これもぜひ必要ではないかと

いうことがございますが、ただ、子供たちが

先ほど町長の方からもございましたが、仕事

はあるけれども子供たちのやりたい仕事が久

米島にないということが大きな原因ではなか

ろうかということがございますが、そういっ

た面につきましても、いろいろプロジェクト

の方とも連携を図りながら、子供たちがどう

いった職種が望ましいのか。

そして久米島高校のあり方、今の普通科、

園芸科もそうなんですが、久米島高校でどう

いった科目があれば、すべての子供たちが久

米島高校に入ってくれるのか、そのへんも含

めて私たち関係者一同相談しながら進めてい

きたいということでございます。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

この件について、教育行政の立場からして

もこれは町全体の地域住民といろんな検討会

して、ほんとにこういった問題が理解できる

ようなかたちにして、いただきたいと思いま

す。

最後に、町長のコメントがあれば、これも

また、雇用なんですが、受け皿づくりですね、

雇用の。これはちょっと提案として町長の方

に言いたいと思います。海洋深層水を活用し

た関連産業です。それから医療福祉の雇用の

場づくり、農水産物加工場の誘致、観光関連

産業等々の雇用の場を増やしていくという、

まだまだありますけどね、こういったかたち

をつくっていただきたいということで、コメ

ントがありましたらお願いします。これで終

わりたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず、久米島町の雇用形態というのは、１

次産業が28％、２次産業が17％、あとの残り

が３次産業です。数字ちょっと違っているか

もしれませんけど、一番多いのが３次産業に

従事しているということで、その中で、雇用

の場が生まれるということは、どうしても小

さい離島においては、人の交流がないと、例

えば３次産業ではホテル、あるいは飲食店、

あるいは製造業、お土産品店、あるいは運輸、

そういう部分の雇用が生まれないということ

から、まず人を、入域者数を増やすというこ
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とも大事だと思います。

もう一つは、まず、現状から一歩踏み出し

て、とにかく農業なら農業、漁業なら漁業、

その分野で違う雇用を生み出すということも

必要じゃないかなと思います。例えば、先ほ

ど出ました農業の生食用の農産物だけを出す

んじゃなくて、物理的に離れていてコストが

かかるということを考えれば加工をする。水

産物も同じですね、そういう部分で雇用は生

まれないだろうか、それは全ての産業に適用

すると思うんですが、離島という特性からよ

そと同じものをつくっては闘えない。よそと

違うもの、あるいは付加価値をつけたもので

しか産業も成り立たないんじゃないかなとい

うふうに思います。そこらへん留意して産業

の活性化に一所懸命頑張りたいと思います。

○ 13番 平良義徳議員

これで質問を終わります。

（平良義徳議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで13番平良義徳議員の一般質問を終わ

ります。

以上で一般質問は終了しました。本日はこ

れで散会します。

お疲れ様でした。

（午後 ３時32分 散会）
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（午前10時00分 開議）

○ 議長 山里昌輝

開会します。

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

皆さん、おはようございます。

昨日の平良義徳議員の一般質問の中で未答

弁の部分がございましたので答えさせていた

だきます。ご質問のあった町の人口の60歳か

ら65歳までの労働力人口についてお答えいた

します。なお、この統計については国勢調査

の結果で判明いたしますが、平成22年の国勢

調査の詳細な結果が出るのが今年度の10月頃

になりますので、従って、前回平成17年の国

調のデータしかございません。それが参考に

なるかどうか分かりませんが答えさせていた

だきます。

本町の60歳から64歳までの人口は407名、

平成17年ですね、でございまして、そのうち

労働人口は262名、64.4％が労働人口となっ

ております。

○ 議長 山里昌輝

引き続き、平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

関連で平良議員の質問にありました徴収率

なんですが、昨日、資料を持ち合わせてなく

てあやふやな数字でしたので、きちっとした

数字で報告したいと思います。去年の徴収率

が85.9％です。今年は集計して確認中なんで

すけれど、88.5％に上がっております。

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番上里総功議員、10番

安村達明議員を指名します。

日程第２ 平成23年度久米島町下水道事業

特別会計補正予算（第１号）に

ついて

○ 議長 山里昌輝

日程第２、議案第29号、平成23年度久米島

下水道事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。それでは、議案第29

号、平成23年度久米島町下水道事業特別会計

補正予算（第１号）の概要についてご説明申

し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。平成23

年度久米島町下水道事業特別会計補正（第１

号）予算概要は、歳入歳出それぞれ571万8千

円を増額し、総額2億6千337万8千円と定めま

す。

主な概要について申し上げます。２ページ

目をお開き下さい。歳入としましては、３款

１項繰入金で571万8千円の増額となっており

ます。

３ページ目になります。歳出としましては、

下水道事業費の委託料で久米島町特定環境保
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全公共下水道全体計画見直し業務を行うた

め、571万8千円の増額となっております。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

小さい額ではあるんですが、説明の方で７

ページ、下水道全体計画見直し業務というこ

とになっているものですから、全体というの

は、私は先だっての議会の中でも久米島町全

体の見直し計画をお聞きしたことがあるんで

すが、全体を指しているんですか、久米島町

全体。

○ 議長 山里昌輝

又吉敏雄上下水道課長。

○ 上下水道課長 又吉敏雄

答弁いたします。今回の予算につきまして

は、久米島地区の基本計画の増額になります。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

一般の認識としては、久米島地区というと

嘉儀山地区になるんだが山城も含まれている

のかな。

○ 議長 山里昌輝

又吉敏雄上下水道課長。

○ 上下水道課長 又吉敏雄

山城地区は既に入っております。そして今

回新たに基本計画は儀間と嘉手苅の２集落に

なります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第29号、平成23年度久米島町

下水道事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第29号、平成

23年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第３ 平成23年度久米島町一般会計補

正予算（第１号）について

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議案第30号、平成23年度久米島

町一般会計補正予算（第１号）についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第30号、平成23年度久米島町一般会計

補正予算（第１号）の概要についてご説明い

たします。
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予算書の１ページをお開き下さい。平成23

年度久米島町一般会計の補正予算（第１号）

の概要につきましては、歳入歳出それぞれ1

千698万1千円を追加し、総額68億8千223万9

千円といたします。

予算書の７ページをお開き下さい。歳入歳

出の主な内容についてご説明いたします。歳

入につきましては、民生費県補助金の介護基

盤緊急整備特別対策事業が374万8千円となっ

ております。この事業は消防法の改正により

火災警報機の設置が義務づけられております

ので、老人福祉施設の「まがい友遊宛」に県

の全額補助で設置します。

農林水産費県補助金は甘しょ種苗緊急対策

モデル事業が200万円となっております。久

米島町の甘しょは安定生産、安定供給が急務

ですが、現在、収穫と品質にバラツキがある

ため、県の協力によりウイルスフリー苗、原

苗圃を導入し、生産農家の経営安定と品質向

上を図ります。

戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業は

400万円を計上しております。内容につきま

しては、昭和60年から平成３年に団体営ほ場

整備事業で整備した排水路が近年の集中豪雨

で排水不良や畑の冠水が度々起こっておりま

すので本事業を導入して、排水不良を解消す

る目的として実施いたします。

消防管理費県委託金は県の空港消防管理委

託金の増額により313万3千円となっておりま

す。

雑入については、対米請求権地域振興助成

金が400万円計上となっております。本事業

は久米島まつり、久米島町産業まつり、なか

さと交流事業、海外オームステイに充当する

予定であります。

続きまして、８ページをお開き下さい。歳

出に移ります。主な内容につきましては、人

件費全体が3千705万1千円の減となっており

ます。これは人事異動等による影響を反映さ

せた計上額となっております。

総務管理費につきましては、委託料で庁舎

警備が177万8千円、総合型ＧＩＳサーバ更新

委託費が175万4千円が増となっております。

９ページ目に入ります。工事請負費につい

ては、久米島一周線道路光ファイバーケーブ

ル移設費が138万円、昨日もご説明しました

が前村幸秀人材育成基金創設記念碑建立事業

が62万1千円の増となっております。

11ページ目に入ります。社会福祉費につき

ましては、沖縄県介護基盤緊急整備等特別対

策事業が374万8千円の増となっております。

内容につきましては、火災警報機の設置事業

となっております。

続きまして、12ページ目に入ります。保健

衛生費につきましては、離乳食フードモデル

事業として、離乳期の子どもがいる保護者が

離乳食実習を通して、正しい離乳食の形状や

分量等を学習できるように備品購入費に35万

2千円を計上しております。

続きまして、13ページ目に入ります。農業

費につきましては、甘しょ種苗緊急対策モデ

ル事業が491万5千円計上しております。内容

につきましては、県の協力によりウイルスフ

リー苗、原苗ほを導入し、生産農家の経営安

定と品質向上を図るため実施いたします。

続きまして、14ページ、戦略作物生産拡大

関連基盤緊急整備事業は500万円を計上して

おります。内容につきましては、先ほど申し

上げましたように排水不良地域、西銘の大屋

（タイヤ）地区の排水不良を解消する目的で
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実施いたします。

林業費につきましては、平張施設設置工事

に372万円を計上しております。この施設は、

各種イベントで花の苗木等を大量に確保する

必要があるため設置いたします。

15ページ目に入ります。商工費については、

昨日もご説明しましたが、2012年ミスユニバ

ースジャパン沖縄大会久米島キャンプの負担

金として210万円を計上しております。この

イベントを活用して、各メディア等を通して

久米島町を県内外にアピールする目的で実施

いたします。

続きまして、16ページ、下水道事業費につ

きましては、下水道事業特別会計操出金に57

1万8千円を計上しております。内容につきま

しては、特定環境保全公共下水道の全体計画

見直しのため、下水道事業会計に操出金とし

て計上しております。

最後に21ページ、歳入歳出の差額を予備費

に480万1千円を計上しております。

以上が平成23年度久米島町一般会計補正予

算（第１号）の主な概要となっております。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

14ページの林業費の平張り施設工事、苗畑

といっていますが、これはどこにつくるんで

すか、それと面積。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

場所については、役場の後ろにある中央保

育所の隣りの町有地に場所を確保しておりま

すので、そこに設置する予定です。面積とし

ましては18ｍ横、縦36ｍの648㎡を予定して

おります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

11ページの老人福祉費、沖縄県介護基盤緊

急整備等特別対策事業ということで374万8千

円、これは老人施設への火災報知器の設置と

いうことなんですが、６月１日から火災報知

器の義務化が図られているんですが、久米島

町で広報でも宣伝していると聞いたことがあ

るんですが、その徹底はどういう状態になっ

ていますか。

○ 議長 山里昌輝

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

お答えします。住宅火災報知器につきまし

ては、今、防災無線でも設置を呼びかけてい

ます。一昨年調べたときには、設置率が13.4

％、去年が15％いっています。その後まだ調

べておりませんので、今年度、最終的に何パ

ーセント設置率が伸びているか調べてみたい

と思っています。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

13ページの農業振興費で甘しょ種苗緊急対

策モデル事業、工事請負費で400万円、どう
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いった工事なのか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

甘しょ種苗緊急対策モデル事業によって、

甘しょの育苗施設、ビニールハウスを設置す

る予定になっております。その工事費になっ

ております。

○ 議長 山里昌輝

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

場所と管理はどこの方でやるのか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

設置場所については今、大原に予定して、

そこで調整しております。管理については農

協の方で管理委託して管理をやる予定にして

おります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

20ページの学校給食センターの賃金、臨時

職員の賃金142万円の件に関して。

○ 議長 山里昌輝

田端智教育課長。

○ 教育課長 田端智

この賃金につきましては、今年度給食セン

ター１人事務の減になりましてやっていたん

ですが、非常に支障があるということで今回

また臨時職員で対応するということでの計上

となっております。

○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

１人減になった時点で、そういう支障が出

るということは検討はしなかったんですか。

○ 議長 山里昌輝

田端智教育課長。

○ 教育課長 田端智

予想はされていたんですが、実際、今回所

長が教育課長に兼務になりまして、決済関係

も全て教育課に来ますので、その分非常に事

務所を開ける頻度が高くなって、支障ができ

たということです。

○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

現場から相当大変だという話を聞いたんで

す。それで今回は補正で組まれていますが、

また来年はどういう考えですか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

次年度のことはまだ分かりませんが、今後、

職員定数がかなり減ってきますので、平成28

年までに現在で20名近く減っていきます。そ

の中で、どこをやりくりしていくかというこ

とを考えながら、次年度以降はやっていくと

いうことになっております。

今年度については教育委員会の中の定数は

変わらないんです。教育課の方で学校統廃合

の事務等が業務量がかなり多くなってくると

いうことで、給食センターを１減にして学校

教育課の方に１名回したというかたちになっ

ております。そして所長を教育課長兼務とし

て、まずはどれぐらい支障があるのかやって

みて、補正で対応しましょうということで４

月のスタートは切っております。次年度につ
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いては次年度になってから、直前で検討した

いと思っております。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

９ページの旅費ということで外国旅費50万

円計上されております。この使い道と、前に

ハワイの方との姉妹都市を提携しようという

ことで旅費も準備してあったはずですが震災

で中断したと。その後どうなったかの経緯で

すね。そのときに準備した旅費はつかえない

のかどうかということです。

○ 議長 山里昌輝

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。今回の50

万円の計上旅費ですが、今回、姉妹都市提携

の部分について、３月震災の影響で日程変更、

延期ということになりました。実際９月にハ

ワイ郡と調整しまして、９月に実施しようと

いうことで、その旅費50万円計上したのはハ

ワイに行く旅費、執行が３月20日の予定だっ

たんですが、それが執行できなくて不要額と

いうかたちで流れております。その分をまた

補正で50万円計上しております。

そして、その姉妹提携の日にちは、今、ハ

ワイ郡と調整しているところです。ハワイ州

の中のハワイ島まで行って、いろいろまた細

かい日程調整等も、これから出てくると思い

ますので、よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

この旅費は、温度差発電の研修会議じゃな

いですか。

（「これも兼ねてます」の声あり）

ということは、姉妹都市は中断なったもの

が９月にやると。これも９月に行くんですか。

要するに同時に２つの用事を片付けるという

ことですね。分かりました。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第30号、平成23年度久米島町

一般会計補正予算（第１号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第30号、平成

23年度久米島町一般会計補正予算（第１号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第４ 沖縄県消防通信指令施設運営協

議会規約の制定に関する協議に

ついて

○ 議長 山里昌輝

日程第４、議案第31号、沖縄県消防通信指

令施設運営協議会規約の制定に関する協議に

ついてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄
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議案第31号、沖縄県消防通信指令施設運営

協議会規約の制定に関する協議について。

那覇市、宜野湾市、石垣市、浦添市、名護

市、糸満市、沖縄市、豊見城市、うるま市、

宮古島市、伊江村、渡嘉敷村、座間味村、粟

国村、渡名喜村、南大東村、北大東村、伊平

屋村、伊是名村、久米島町、多良間村、竹富

町、与那国町、本部町・今帰仁消防組合、島

尻消防清掃組合、東部消防組合、中城・北中

城消防組合、金武地区消防衛生組合、国頭地

区行政事務組合及び比謝川行政事務組合は、

消防通信指令施設及び消防指令施設の整備、

運用に関する事務を共同して管理し及び執行

するため、沖縄県消防通信指令施設運営協議

会規約を別紙のとおり制定することについ

て、地方自治法第252条の２第１項の規定に

より関係地方公共団体と協議するにあたり、

同法252条の２第３項の規定により議会の議

決を求める。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。平成15年10月電波法

関係審査基準の改定によりデジタル方式への

移行（平成28年５月末）に伴い整備費用の低

減化を図り複雑多様化する消防需要に広域的

に対応し、住民の期待と信頼に応えることが

できる消防サービスの高度化及び消防力の強

化を図るため、消防通信指令施設及び消防指

令施設の整備、運用に関する事務を共同して

管理し、及び執行する協議会として、沖縄県

消防通信指令施設運営協議会規約を制定する

ことについて、関係地方公共団体と協議する

にあたり、同法252条２第３項の規定により

議会の議決を求めるものであります。ご審議

よろしくお願いします。

なお、次ページに規約等を添付しておりま

す。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

消防の統合については当初平成24年でした

よね。延びるということで25年になったんだ

が、このデジタル化については28年というこ

とだけど、統合した後にデジタル化するわけ

ですか。

○ 議長 山里昌輝

上里浩消防長。

○ 消防長 上里浩

お答えします。デジタル化につきましては、

平成27年の３月の運用開始に向けて準備して

おります。消防広域化につきましては平成25

年の４月に新体制をする予定で進めておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

私が聞いているのは、統合は25年にやるわ

けですよね。デジタル化は28年５月末と書か

れていますが、そのときにデジタル化はする

ということですか。

○ 議長 山里昌輝

上里浩消防長。

○ 上里浩消防長

お答えします。デジタル化につきましては、

平成27年の１月から３月に運用開始のテスト

をやりまして、27年の３月からはデジタル化

への移行完了の予定です。実質的に28年の５
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月が消防救急無線デジタル波の移行期限です

ので、１年前までには整備をし運用開始する

ということです。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

実際にデジタル化を運用するのは28年の前

にやるということですか。

（「はい、そうです」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第31号、沖縄県消防通信指令

施設運営協議会規約の制定に関する協議につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。したがって、議案第31号、

沖縄県消防通信指令施設運営協議会規約の制

定に関する協議については議案のとおり可決

されました。

日程第５ 沖縄県町村土地開発公社定款の

一部変更について議会の議決を

求める件について

○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第32号、沖縄県町村土地開

発公社定款の一部変更について議会の議決を

求める件についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第32号、沖縄県町村土地開発公社定款

の一部変更について議会の議決を求める件。

公有地の拡大の推進に関する法律第14条第２

項の規定により、別紙のとおり沖縄県町村土

地開発公社定款の一部変更について議会の議

決を求める。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。公益法人制度改革に

伴う民法の一部改正に伴い関係条文を整理す

るため、沖縄県町村土地開発公社定款を変更

しようとするもの。これがこの議案を提出す

る理由であります。

なお、次ページに定款変更の新旧対照表を

添付しております。なお、７条の４項、下線

の引かれた箇所が今回の改正内容となりま

す。21条についても下線の引かれた部分が改

正内容となります。よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第32号、沖縄県町村土地開発
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公社定款の一部変更について議会の議決を求

める件についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。したがって、議案第32号、

沖縄県町村土地開発公社定款の一部変更につ

いて議会の議決を求める件については議案の

とおり可決されました。

日程第６ 専決処分の承認について（平成

22年度久米島町一般会計補正予

算（第８号））

○ 議長 山里昌輝

日程第６、承認第１号、専決処分の承認に

ついて（平成22年度久米島町一般会計補正予

算（第８号））についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第１号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、議会の承認を求

めます。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。専決第１号、専

決処分書、平成22年度久米島町一般会計補正

予算（第８号）について、地方自治法第179

条第１項の規定により、議会を招集する暇が

ないと認め、次のとおり専決処分する。

平成23年３月28日

久米島町長 平良朝幸

理由であります。平成22年度久米島町一般

会計補正予算では、地方交付税（特別交付税

の３月分が交付されたため、補正予算）増額

が必要になったためであります。

なお、次ページに補正予算書を添付してお

ります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから承認第１号、専決処分の承認につ

いて（平成22年度久米島町一般会計補正予算

（第８号））についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、承認第１号、専決

処分の承認について（平成22年度久米島町一

般会計補正予算（第８号））については、原

案のとおり可決されました。

日程第７ 専決処分の承認について（久米

島町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例）

○ 議長 山里昌輝
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日程第７、承認第２号、専決処分の承認に

ついて（久米島町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例）についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第２号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、議会の承認を求

めます。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。専決第２号、専

決処分書、地方税法施行令の一部を改正する

政令の施行に伴い、久米島町国民健康保険税

条例の一部を改正するため、地方自治法第17

9条第１項の規定により、議会を招集する暇

がないと認め、別紙のとおり専決処分する。

平成23年４月１日

久米島町長 平良朝幸

提案理由でありますが、次ページに改正前、

改正後の資料を添付しておりますが、理由と

しましては、被保険者の中堅層にかかる保険

税の軽減を図ることを目的に基礎賦課限度額

を１万円、後期高齢者支援金賦課限度額を１

万円、介護納付金賦課限度額を２万円引き上

げる。これが改正等の内容になります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 山里昌輝

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから承認第２号、専決処分の承認につ

いて（久米島町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例）を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、承認第２号、専決

処分の承認について（久米島町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例）については、

原案のとおり可決されました。

日程第８ 専決処分の承認について（久米

島町国民健康保険条例の一部を

改正する条例）

○ 議長 山里昌輝

日程第８、承認第３号、専決処分の承認に

ついて（久米島町国民健康保険条例の一部を

改正する条例）についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第３号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、議会の承認を求

めます。
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平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。専決第３号、専

決処分書、健康保険法施行令等の一部を改正

する政令の施行に伴い、久米島町国民健康保

険条例の一部を改正するため、地方自治法第

179条第１項の規定により、議会を招集する

暇がないと認め、別紙のとおり専決処分する。

平成23年４月１日

久米島町長 平良朝幸

なお、次ページに改正条例を添付しており

ます。下線を引かれた部分が改正内容となり

ますが、説明いたします。

出産育児一時金の支給について35万円とさ

れ、更に平成23年３月までの間に出産した被

保険者又は被保険者、出産した被保険者につ

いてはそれに４万円を加算することとされて

いるところ、平成23年４月以降においても引

き続き39万円を支給するものであります。

これが内容となります。ご審議よろしくお

願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

承認ということなんですが、普通、議会を

招集する暇がないということで専決するとい

うのが慣例でやっているわけですが、本案に

つきましては暇は十分にあったと思うんで

す。まず、人口関係で子どもたち、あるいは

子どもを産むお母さんたちに対して安心して

産めるような条例ですので、果たして５万円、

約４万円も増減するのに、本当に暇がなかっ

たんですか、そのへんのところお聞きします。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

国の法律が３月30日に公布されている関係

があって、議会に提案する暇がないというこ

とになります。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

前もそうですよね、だいたい３月末日に決

定されてくるものだから、議会を招集する暇

がない。国というのは地方行政に対して、そ

ういう余裕はみていないんですか、専決しな

さいということでの方針なんですかね。１週

間２週間は当然余裕みていいんじゃないかと

思うんですよ。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

国においても事情があって、法律の制定が

遅れたりということがありますので、遅れた

ときに各地方公共団体においては議会に当然

提出しないといけないんですが、やはり３月

の年度末という非常に限られた時間では議会

に提案できませんので、そのときには専決処

分という制度がありますので、それでやって

下さいということになると思います。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝
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討論なしと認めます。

これから承認第３号、専決処分の承認につ

いて（久米島町国民健康保険条例の一部を改

正する条例）を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、承認第３号、専決

処分の承認について（久米島町国民健康保険

条例の一部を改正する条例）については、原

案のとおり可決されました。

日程第９ 専決処分の承認について（久米

島町税条例の一部を改正する条

例）

○ 議長 山里昌輝

日程第９、承認第４号、専決処分の承認に

ついて（久米島町税条例の一部を改正する条

例）についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第４号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、議会の承認を求

める。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。専決第４号、専

決処分書、地方税法等の一部を改正する法律

施行に伴い、久米島町税条例の一部を改正す

るため、地方自治法第179条第１項の規定に

より、議会を招集する暇がないと認め、別紙

のとおり専決処分する。

平成23年４月28日

久米島町長 平良朝幸

提案理由。地方税法等の一部を改正する法

律の改正に伴い、関連規定を整備する必要が

ある。

次ページをお開き下さい。改正前、改正後

が掲載されておりますが、今回、東日本大震

災にかかる雑損控除額等の特例の法整備とな

っております。下線が引かれた箇所が全て今

回新たに整備された事項になります。文書内

容については割愛したいと思います。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 山里昌輝

質疑ありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これは東日本大震災にかかる雑損控除額等

の特例ということになっておりますが、読ん

でもあまり分かりにくいですよね。沖縄県で

大震災のために花卉、菊などが売れないとい

うことですよね。そういった雑損を受けた場

合にそういうものも控除の対象になるのかど

うか。分かりやすいように説明お願いします。

○ 議長 山里昌輝

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

幸地議員の質問にお答えします。今回の税

改正については、従来ですと３月31日でその

年度の条例改正案というのが国会で審議され
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て決定されるんですけれど、この東日本大震

災のために従来の税体制に関しては据え置き

されまして、震災のための条例改正を最優先

にしようということで、今回の税条例の改正

に対しては、定まってる部分に関しては震災

関係の条例のみです。その条例といいますと、

いま提案しております被災者に対する地方税

の減免措置について条例改正をしておりま

す。そして、従来の年度の改正に関しては追

加条例改正するということで、これから出て

くると思いますので、そのへんまた議会の方

に提案していきたいと思います。

震災関係に関しては、うちの管轄で関係あ

る部分に関しては、住民税とか自動車税等は

影響ないと思います。固定資産に関して、こ

ちらに固定資産をもっていて、所有者の方が

被災県の方がいないかということでチェック

入れたら、８名の方が該当しております。個

人で６名、企業だと名前を挙げていいと思う

ので、ココストアーさんですね、本社が茨城

県にあります。そのうち宮城県が２件、茨城

県が６件ということです。

そして、県とのやりとりの中で、軽自動車

の方でこちらに住所があって被災県で車をお

持ちの方がいる場合には各市町村の情報は県

を通じて随時提供していくということで、そ

の部分に関しては来年度の軽自動車の軽減を

かけるという法律上で制定されていますの

で、そのへんは今後、そういう情報が入り次

第この条例でもって軽減措置を適用させてい

きたいと思います。

菊農家の部分ですが、来年の申告の際に当

然収入がそれだけ落ち込むと思うんです。申

告の部分で影響を受けた部分に関しては、住

民税に絡んでくると思いますので、前年度の

収入がどれぐらい減ったのかということで軽

減の規則がありますので、それに照らし合わ

せて検討していきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

実質、こっち側で生活しておって、その計

上で損失したものについては所得税額の控除

になるわけですね。所得の減になるので、翌

年の申告の場合に落とされると。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

22条の３の２行目、条例というものは一字

句点で間違ったら、また次の機会に改正する

というのがもう紛らわしい。今日も実は我々

待たされたんですが、大変なんですよ。これ

がもし間違いがあれば今のうちに訂正した方

が無難じゃないかと思うんだが。２行目。当

たっていたらそれでいいです。第１項、前段

の場合において第34の２の規定により控除さ

れた金額にかかる特例損失金額のうちに、同

項の規定の適用を受けたもの。このへん。

○ 議長 山里昌輝

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

今ご指摘のあった点ですが、受けたものと

いう表現になっているんですけれど、ものに

ついては申し訳ないです。十分点検したあれ

はあるんですが見逃していますので、削除と

いうことでお願いします。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。
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これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから承認第４号、専決処分の承認につ

いて（久米島町税条例の一部を改正する条例）

についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、承認第４号、専決

処分の承認について（久米島町税条例の一部

を改正する条例）は、原案のとおり可決され

ました。

日程第10 専決処分の承認について（平成

23年度久米島町国民健康保険特

別会計補正予算（第１号））

○ 議長 山里昌輝

日程第10、承認第５号、専決処分の承認に

ついて（平成23年度久米島町国民健康保険特

別会計補正予算（第１号））についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

承認第５号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、議会の承認を求

めます。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。専決第５号、専

決処分書、平成23年度久米島町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）について、急を

要すると認め、地方自治法第179条第１項の

規定により、議会を招集する暇がないと認め、

別紙のとおり専決処分する。

平成23年５月31日

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。平成22年度久米島町

国民健康保険特別会計予算において歳入不足

が生じるため繰上充用する必要があるためで

あります。なお、別紙で予算書を添付してお

ります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 山里昌輝

質疑ありませんか。

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから承認第５号、専決処分の承認につ

いて（平成23年度久米島町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号））を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、承認第５号、専決

処分の承認について（平成23年度久米島町国

民健康保険特別会計補正予算（第１号））は、



- 83 -

原案のとおり可決されました。

日程第11 平成22年度久米島町一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告につ

いて

○ 議長 山里昌輝

日程第11、報告第２号、平成22年度久米島

町一般会計繰越明許費繰越決算書の報告につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

報告第２号、平成22年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書報告について。

地方自治法施行令第146条第２項の規定に

より、下記のとおり平成22年度久米島町一般

会計繰越明許費繰越計算書を報告します。

平成22年度久米島町一般会計繰越明許費繰

越計算書。なお、単位は千円となります。事

業名を報告し、数字についてはトータルで報

告申し上げたいと思います。

事業名としましては、地域活性化交付金、

きめ細かな交付金であります。２番目に、地

域活性化交付金、住民生活に光をそそぐ交付

金事業。介護基盤緊急整備特別対策事業。中

山間地域総合整備事業。宇江城水兼農道改修

工事。漁村再生交付金事業。強い水産業づく

り交付金事業。久米島縦断線道路事業。久米

島町多目的公園整備事業。久米島町多目的公

園整備工事現場技術管理業務委託費。

なお、金額が合計で6億4千124万8千円。翌

年度繰越額が合計5億6千596万2千円。未収入

特別財源が5億2千545万1千円。一般財源が4

億51万1千円となります。

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

自然文化センターは確か博物館へ名称替え

したんですよね。繰越明許費では、そのまま

載ってるんですよ。これは変える必要がある

んじゃない。それともこのままでないといけ

ないのか。歳出の７ページです。

○ 議長 山里昌輝

田端智教育課長。

○ 教育課長 田端智

この繰越明許費については、22年度のもの

ですので、そのままの名称でということです。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これで平成22年度久米島町一般会計繰越明

許費繰越決算書報告についての報告を終わり

ます。

日程第12 久米島町固定資産評価審査委員

会委員の選任について

○ 議長 山里昌輝

日程第12、同意第１号、久米島町固定資産

評価審査委員会委員の選任についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。
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（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

同意第１号、久米島町固定資産評価審査委

員会委員の選任について。下記の者を久米島

町固定資産評価審査委員会委員に選任したい

ので議会の同意を求める。

記

住 所 島尻郡久米島町字比嘉160番地

41

氏 名 吉永安克

生年月日 昭和40年４月16日生

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町固定資産評価審査委員会委員の江

洲良榮氏が平成23年６月30日付で任期満了と

なることに伴い、吉永安克氏を選任するため、

地方自治法第423条第３項の規定により、議

会の同意を得る必要がある。これがこの議案

を提出する理由であります。

次のページに吉永安克氏の略歴が載ってお

ります。

ご審議よろしくお願い申し上げます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから同意第１号、久米島町固定資産評

価審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、同意第１号、久米

島町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第13 教育委員会員の任命について

○ 議長 山里昌輝

日程第13、同意第２号、教育委員会委員の

任命について議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

同意第２号、教育委員会委員の任命につい

て。下記の者を教育委員会の委員に任命した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第１項の規定により議会の同意

を求める。

記

住 所 久米島町字仲泊408番地7

氏 名 山元朝弥

生年月日 昭和48年９月14日生

平成23年６月15日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

教育委員の仲村昌保氏が平成23年７月９日

付で任期満了するので、その後任を任命する

ため、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条第１項の規定により、議会の同意

を得る必要がある。これがこの議案を提出す
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る理由であります。

次のページをお開き下さい。山元朝弥氏の

略歴表がございます。

ご審議のほどよろしくお願いします。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから同意第２号、教育委員会委員の任

命についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、同意第２号、教育

委員会委員の任命については、原案のとおり

可決されました。

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

会議を閉じます。

６月15日から始まりました平成23年第４回

久米島町の議会定例会は、予定されておりま

した全議案が議員各位並びに執行部のご協力

により無事終了することができました。深く

感謝を申し上げます。

これにて平成23年第４回久米島町議会定例

会を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午前11時05分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 山 里 昌 輝

署名議員（議席番号９番） 上 里 総 功

署名議員（議席番号10番） 安 村 達 明


